
Title 我が國人口の都市化と地域構造の變化過程 (一九二〇-五〇)
Sub Title Urbanization of population in Japan, 1920-50
Author 矢崎, 武夫(Yazaki, Takeo)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1960

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and sociology
). Vol.33, No.2 (1960. 2) ,p.567- 600 

JaLC DOI
Abstract
Notes 及川恒忠先生追悼論文集
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19600215-0567

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
愛
化
過
程

（
一
九
二
〇
1
五
〇
）

矢

崎

武

夫

　第第第
結三二一序
　章章章

論人
ロ
分
布
の
不
準
等
性
の
擬
大
過
程

特
定
都
府
縣
へ
の
韓
入
韓
出
の
高
度
化
と
そ
の
影
響
圏
の
決
定

移
動
と
定
着

言序

論

　
人
類
文
明
の
歴
史
は
主
と
し
て
都
市
の
歴
史
で
あ
り
、
考
古
學
者
、
歴
史
學
者
、
政
治
學
者
、
人
類
學
者
、
地
理
學
者
、
都
市
計
書
學
者
は
都

市
の
興
亡
や
都
市
が
文
明
に
お
い
て
演
じ
た
役
割
に
關
す
る
彪
大
な
資
料
を
集
積
し
て
現
象
の
概
念
的
把
握
を
試
み
て
來
た
。

　
都
市
が
有
史
以
來
文
化
接
鯛
の
範
園
の
諸
文
化
の
統
合
中
心
と
し
て
文
明
の
進
歩
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
來
た
こ
と
は
明
ら
か
な
事
實
で
あ

る
が
、
封
建
肚
會
迄
の
都
市
は
特
殊
な
人
口
の
居
佳
地
で
あ
り
、
そ
の
人
ロ
規
模
や
都
市
の
機
能
す
る
範
園
も
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
規
模
が
大
き

く
廣
範
園
な
活
動
を
行
う
近
代
都
市
と
は
そ
の
性
格
を
著
し
く
異
に
し
て
い
る
。

　
　
　
我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
箒
造
の
憂
化
邊
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匠
六
七
　
　
　
（
六
八
三
）



　
　
　
・
我
が
園
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
逡
の
麓
化
逡
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
八
　
　
　
（
六
八
四
）

　
E
大
な
人
ロ
が
都
市
に
集
中
し
、
都
市
が
そ
の
数
を
槍
し
、
規
模
を
大
き
く
す
る
と
共
に
、
農
村
や
都
市
周
邊
を
含
ん
だ
全
短
肚
會
が
都
市
を

地
域
的
中
心
と
し
て
有
機
的
に
統
合
さ
れ
た
都
市
文
明
が
構
成
さ
れ
た
の
は
、
技
術
の
嚢
展
に
よ
つ
て
人
間
が
自
然
を
征
服
す
る
に
至
つ
た
過
去

二
世
紀
の
間
、
特
に
二
十
世
紀
に
入
つ
て
か
ら
の
現
象
で
あ
る
。

　
都
市
が
優
越
し
た
砒
會
で
は
都
市
を
統
合
的
中
心
と
す
る
杜
會
椿
造
の
墜
化
が
、
瀧
會
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
深
い
影
響
を
與
え
、
人
間
性
や

肚
含
秩
序
の
愛
化
の
重
要
な
側
面
を
な
し
て
い
る
か
ら
、
都
市
化
の
過
程
は
實
護
的
立
場
か
ら
肚
會
愛
化
を
研
究
す
る
肚
會
學
者
の
主
要
な
研
究

　
　
　
　
　
（
1
）

封
象
と
な
つ
た
。

　
肚
會
愛
化
の
親
鮎
か
ら
都
市
化
と
い
う
言
葉
は
極
め
て
多
岐
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
が
、
人
ロ
を
扱
う
立
場
か
ら
は
都
市
へ
の
人
口
集
中
の
過

程
を
意
味
し
、
國
家
に
よ
つ
て
都
市
と
定
義
さ
れ
た
地
域
に
居
佳
す
る
人
口
の
全
國
人
ロ
に
封
す
る
割
合
に
よ
つ
て
測
定
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
人
ロ
の
都
市
化
の
歴
史
的
過
程
に
關
す
る
正
確
な
資
料
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
国
ユ
o
冨
目
ゼ
瑠
画
に
よ
れ
ぽ
一
八
○
○
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
は
一
〇
萬
の
人
ロ
を
有
す
る
都
市
は
約
二
〇
に
過
ぎ
ず
、
一
〇
〇
萬
を
有
す
る
も
の
は
無
か
つ
た
と
し
て
い
る
。

　
国
ぎ
琶
3
ご
層
静
は
一
九
〇
〇
年
に
は
世
界
人
口
の
五
・
五
％
が
一
〇
萬
以
上
の
人
口
の
地
域
に
居
佳
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
輔

九
五
〇
年
に
は
ニ
ニ
％
に
培
大
し
、
一
世
紀
牛
以
前
に
は
一
〇
萬
以
上
の
地
域
に
居
佳
す
る
人
口
は
干
六
百
萬
で
あ
つ
た
が
、
一
九
五
〇
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

三
億
一
千
六
百
萬
と
な
つ
て
二
十
倍
に
増
大
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
日
本
の
都
市
は
米
國
と
同
様
欧
洲
先
進
諸
國
に
比
し
て
遙
れ
て
嚢
達
し
た
が
、
世
界
に
そ
の
類
が
稀
な
程
短
期
間
に
急
速
な
嚢
達
を
途
げ
た
。

　
我
々
が
比
較
的
確
實
な
資
料
を
得
ら
れ
る
明
治
二
十
三
年
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
國
人
口
に
封
す
る
都
市
人
口
の
割
合
は
僅
に
九
・
八
％
に
過

ぎ
な
か
つ
た
が
、
数
次
の
職
璽
を
通
じ
て
の
日
本
の
産
業
化
の
促
進
と
共
に
都
市
化
が
進
み
、
昭
和
三
十
年
に
は
全
國
人
口
の
五
六
・
三
％
が
都

市
人
匂
と
な
つ
た
。

　
そ
し
て
明
治
二
十
三
年
に
は
都
市
総
数
四
七
の
中
五
萬
未
滞
の
小
都
市
が
三
〇
で
墜
倒
的
に
多
く
、
一
〇
萬
未
満
の
中
都
市
は
叫
N
、
一
〇
萬



以
上
の
大
都
市
六
、
幅
O
O
萬
以
上
は
一
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
昭
和
三
十
年
に
お
い
て
都
市
激
は
四
九
一
と
な
つ
て
十
倍
以
上
に
増
大
し
、
そ

の
う
ち
五
萬
未
満
二
五
三
、
U
O
萬
未
満
醐
四
〇
、
一
〇
萬
以
上
九
三
、
一
〇
〇
萬
以
上
五
と
な
つ
て
、
全
國
人
口
の
牛
数
以
上
が
都
市
に
居
佳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

す
る
よ
う
に
な
つ
た
の
み
で
な
く
、
大
都
市
居
佳
人
ロ
の
割
合
が
著
し
く
塘
大
し
た
。

　
都
市
化
の
立
場
か
ら
見
ら
れ
た
近
代
肚
會
の
著
し
い
特
色
は
、
輩
に
人
ロ
の
集
中
に
よ
る
都
市
数
お
よ
び
都
市
人
口
の
増
大
に
止
ま
ら
ず
、
大

都
市
が
ま
す
ま
す
撲
大
し
て
、
前
世
紀
の
密
集
的
集
合
と
し
て
の
都
市
の
段
階
を
脱
し
非
中
心
化
（
b
o
8
昌
邑
冨
露
8
）
の
現
象
に
よ
つ
て
、
機

能
を
分
散
し
て
大
都
市
地
域
肚
會
（
目
暫
8
言
一
壁
”
9
昼
β
届
艮
留
）
を
構
成
す
る
に
至
つ
た
事
實
で
あ
る
。

　
産
業
化
の
進
ん
だ
世
界
の
い
ず
れ
の
地
域
に
あ
る
都
市
も
、
そ
の
激
の
檜
大
お
よ
び
規
模
の
撲
大
は
、
都
市
自
身
の
人
回
の
再
生
産
に
よ
る
よ

り
、
多
く
は
農
村
人
ロ
の
都
市
流
入
に
よ
つ
て
い
る
か
ら
、
都
市
が
捜
大
す
る
に
從
つ
て
農
村
人
ロ
は
相
封
的
に
全
國
人
ロ
に
鍬
す
る
割
合
を
小

さ
く
．
し
て
來
た
。

　
そ
し
て
農
村
は
そ
の
封
鎖
性
を
破
つ
て
移
動
性
を
強
め
、
人
口
の
流
出
に
闘
し
て
都
市
へ
の
依
存
性
或
は
都
市
と
の
相
互
闘
係
が
密
と
な
つ

て
、
農
村
は
人
ロ
分
散
の
地
域
で
あ
る
に
反
し
て
都
市
は
人
ロ
集
中
の
地
域
と
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
都
市
籔
を
壇
大
し
、
全
國
人
ロ
分
布
の
不
李

等
性
を
擬
大
し
た
。

　
都
市
へ
の
人
ロ
彙
中
は
生
活
機
會
を
求
め
て
の
人
ロ
の
地
域
的
移
動
で
あ
つ
て
、
生
活
機
會
を
與
え
る
制
度
は
、
近
代
の
櫨
力
お
よ
び
政
治
経

濟
機
能
集
申
の
肚
會
で
は
中
心
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
か
ら
、
大
都
市
程
よ
り
多
く
の
生
活
機
會
を
與
え
る
こ
と
に
な
り
、
中
小
都
市
と
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

程
度
を
異
に
す
る
一
方
、
農
村
は
ま
す
ま
す
都
市
へ
の
依
存
性
を
深
め
て
ゆ
く
。

　
こ
れ
を
別
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
全
國
は
大
中
小
都
市
等
い
く
つ
か
の
人
口
集
中
の
核
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
そ
の
各
々
は
人
ロ
吸
牧
に
關
し
て

夫
々
の
影
響
圏
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
人
口
集
中
の
能
力
は
、
大
都
市
が
墜
倒
的
に
強
い
か
ら
、
中
小
都
市
は
そ
の
下
位
に
あ
る
も
の
と
な
つ

て
、
全
國
は
大
都
市
を
中
心
と
す
る
い
く
つ
か
の
影
饗
圏
に
歴
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
我
が
國
人
日
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
饗
化
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
六
九
　
　
　
（
六
八
置
）



　
　
　
我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
逡
の
愛
化
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匠
七
〇
　
　
　
（
六
八
六
）

　
か
く
て
大
都
市
は
積
大
を
通
じ
て
全
國
に
封
す
る
影
響
力
を
強
め
て
ゆ
く
が
、
大
都
市
の
横
大
の
結
果
そ
の
内
的
構
造
の
墜
化
を
生
ず
る
。

　
都
市
の
積
大
は
生
活
機
會
の
分
布
の
不
李
等
に
原
因
す
る
が
、
人
口
移
動
に
よ
る
不
雫
等
性
の
調
整
は
人
ロ
の
室
間
的
蓮
動
を
通
じ
て
行
わ
れ

る
。
從
つ
て
都
市
の
檜
大
お
よ
び
捜
大
と
交
通
通
信
機
闘
の
焚
達
は
相
互
依
存
の
關
係
に
立
つ
て
い
る
。

　
交
通
通
信
機
關
の
焚
達
に
伴
つ
て
、
近
代
大
都
市
に
お
い
て
は
周
邊
地
域
に
お
い
て
も
中
心
化
さ
れ
た
制
度
と
同
一
の
接
鯛
を
保
つ
て
活
動
を

醤
み
得
る
よ
う
に
な
つ
た
か
ら
、
人
ロ
お
よ
び
制
度
は
夫
々
の
機
能
に
慮
じ
て
、
高
地
代
、
混
雑
の
密
集
的
中
心
地
域
か
ら
離
脆
し
、
大
都
市
中

心
は
人
ロ
お
よ
び
制
度
に
闘
し
て
宏
第
に
眞
室
化
す
る
非
中
心
化
の
現
象
が
進
行
し
は
じ
め
る
と
共
に
周
邊
に
中
心
よ
り
檜
加
牽
の
高
い
新
た
な

人
ロ
集
中
地
域
を
生
じ
た
。

　
か
く
て
近
代
肚
會
に
お
い
て
は
農
村
人
口
の
都
市
へ
の
移
動
に
よ
る
都
市
人
ロ
の
壇
大
、
人
ロ
分
布
の
不
李
等
の
捜
大
の
み
な
ら
ず
、
大
都
市

は
ま
す
ま
す
人
ロ
集
中
の
能
力
を
彊
め
、
機
能
の
非
中
心
化
を
通
じ
て
周
邊
地
域
と
密
接
な
有
機
的
關
蓮
を
持
つ
た
大
都
市
地
域
肚
會
を
構
成
す

る
に
至
つ
て
い
る
。

　
以
上
略
述
さ
れ
た
よ
う
に
都
市
の
増
大
に
伴
う
人
口
の
地
域
的
構
成
の
攣
化
は
そ
れ
自
身
肚
會
攣
化
の
著
し
い
特
性
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
文

化
敵
會
的
構
造
の
攣
化
に
重
要
な
關
係
を
持
つ
て
い
る
か
ら
都
市
研
究
の
重
要
な
部
分
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
全
國
人
ロ
の
都
市
化
と
大
都
市
地
域
批
會
の
構
成
に
闘
す
る
先
騒
的
研
究
は
葬
算
旨
o
民
①
醤
δ
に
よ
つ
て
分
析
の
基
礎
概
念
が
提
示
さ
れ
、

蜜
薫
言
巴
琶
瑳
塞
。
。
量
響
の
都
再
響
よ
つ
て
蓬
葵
精
密
化
さ
れ
た
・

　
こ
の
流
れ
に
滑
う
都
市
化
と
大
都
市
地
域
の
構
造
の
研
究
は
極
め
て
多
い
が
、
そ
の
う
ち
概
念
の
標
準
化
に
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
》

て
弾
旨
．
国
8
宏
5
譲
鎖
舞
窪
目
ぎ
目
甥
o
P
館
稔
お
よ
び
上
田
正
夫
、
U
・
』
】
W
黄
器
噸
奔
国
即
琶
昌
．
O
。
∪
偉
昌
寅
β
卿
段
含
』
智
貯
融

等
の
一
蓮
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
躍
2
器
噌
ぱ
人
口
分
布
構
逡
の
攣
化
過
程
を
、
弓
ぎ
目
冨
9
お
よ
び
館
・
上
田
氏
は
人
ロ
移
動
の
形
態
を
、
閃
o
曽
o
．
国
偶
箋
一
婁
．
評
琴
彗



お
よ
ぴ
国
o
露
は
人
口
の
地
域
構
進
と
人
口
的
特
性
お
よ
び
産
業
構
造
と
の
關
蓮
を
扱
い
、
近
代
都
市
丈
明
の
理
解
に
重
要
な
貢
献
を
な
し
た

が
、
罠
8
・
冨
身
お
よ
び
館
・
上
田
氏
を
除
い
て
は
人
口
移
動
と
都
市
地
域
構
遭
の
關
係
の
分
析
に
進
ま
ず
、
ま
た
こ
れ
ら
凡
て
は
人
ロ
學
的
指

標
を
用
い
統
計
的
相
關
に
よ
る
大
規
模
な
研
究
で
あ
る
が
、
肚
會
文
化
構
遭
分
析
と
の
關
蓮
が
考
慮
外
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
）

　
都
市
化
の
過
程
の
研
究
で
人
ロ
學
的
資
料
と
肚
會
文
化
構
邉
分
析
と
の
關
係
の
示
唆
を
與
え
た
も
の
は
界
国
9
舞
甘
8
P
民
甘
腐
一
3

詳

艶
で
萱
日
本
の
蕎
合
の
移
動
を
褻
的
に
扱
つ
奄
の
も
て
窺
重
毒
蕎
の
局
鵠
研
護
警
い
が
米
崔
牽

嚢
臨
・
簑
諄
ら
れ
る
・

　
以
下
述
べ
る
私
の
研
究
は
こ
れ
ら
優
れ
た
學
者
の
設
立
し
た
基
礎
概
念
に
依
存
し
、
こ
れ
ら
を
テ
ス
ト
す
る
形
で
用
い
畜
こ
と
が
多
い
が
、
こ

れ
ら
を
全
國
人
口
移
動
と
緒
び
つ
け
、
更
に
肚
會
文
化
構
逡
分
析
と
關
蓮
し
得
る
形
で
新
た
な
分
析
手
練
を
構
成
し
た
。

　
人
口
移
動
の
立
場
か
ら
み
ら
れ
た
都
市
化
の
過
程
の
全
饅
的
解
明
に
は
農
村
の
肚
會
文
化
構
邉
の
愛
化
、
人
ロ
の
室
間
的
移
動
を
可
能
に
す
る

交
通
・
通
信
の
機
能
、
人
ロ
を
吸
牧
す
る
側
の
都
市
の
政
治
経
濟
お
よ
び
職
業
構
遭
の
攣
化
、
技
術
の
稜
達
を
媒
介
と
す
る
都
市
の
機
能
お
よ
び

人
ロ
の
非
中
心
化
、
全
艘
活
動
を
統
合
す
る
國
家
、
都
府
縣
市
町
村
等
の
穫
力
の
機
能
等
の
研
究
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
統
計
的
相
關
の

み
に
よ
つ
て
は
そ
の
充
分
な
読
明
と
な
ら
ず
、
肚
會
文
化
構
造
の
分
析
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
本
稿
で
は
扱
わ
ず
人
口
移
動
の
見
地
か
ら
都
市
形

成
の
基
本
的
な
形
態
を
読
明
し
、
有
効
な
統
計
的
分
析
の
可
能
な
人
口
を
輩
位
と
す
る
移
動
と
地
域
構
造
の
み
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　
我
々
が
全
國
人
ロ
の
都
市
化
の
過
程
を
分
析
す
る
手
績
は
、
本
文
に
お
い
て
六
章
に
分
け
ら
れ
た
方
法
に
よ
つ
て
い
る
が
、
そ
の
U
般
的
な
方

向
を
示
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
第
騨
章
　
人
口
分
布
の
不
李
等
性
の
接
大
過
程
　
人
口
は
如
何
な
る
肚
會
に
お
い
て
も
地
表
上
に
李
等
に
分
布
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
が
、

人
口
の
都
市
化
の
過
程
に
お
い
て
地
方
別
人
ロ
の
不
李
等
性
は
鑛
大
し
て
來
る
。
地
方
別
統
計
に
よ
つ
て
全
國
人
口
分
布
の
不
李
等
性
援
大
の
一

般
的
傾
向
は
把
握
さ
れ
る
が
、
地
方
内
に
お
け
る
攣
化
は
知
り
得
な
い
か
ら
府
縣
別
人
口
檜
加
牽
を
算
出
し
て
府
縣
別
培
減
の
傾
向
を
チ
ェ
ッ
ク

　
　
　
　
我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
憂
化
邊
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
一
　
　
　
（
六
八
七
）



我
ガ
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
帯
邉
の
愛
化
泌
程

五
七
二

（
六
八
八
）

す
る
。

　
地
域
の
人
口
の
櫓
減
は
人
口
移
動
に
よ
る
か
出
生
に
よ
る
か
を
示
さ
な
い
か
ら
、
増
加
割
合
、
自
然
増
加
、
肚
會
檜
加
の
割
合
か
ら
、
流
入
超

巡
、
流
出
超
過
の
府
縣
を
分
類
し
て
主
な
る
人
ロ
集
中
の
府
縣
を
決
定
す
る
。
更
に
増
加
人
口
を
一
〇
〇
と
す
る
自
然
増
肚
會
増
の
割
合
か
ら
、

主
な
る
人
口
集
中
地
域
に
お
け
る
肚
會
増
の
割
合
が
算
出
さ
れ
、
人
ロ
集
中
府
縣
に
お
け
る
人
口
と
全
國
人
ロ
と
を
封
比
し
て
人
ロ
集
中
都
府
縣

の
人
口
比
重
の
愛
化
が
検
討
さ
れ
る
。

　
ヨ

　
移
動
に
よ
る
人
ロ
集
中
は
同
時
に
他
の
地
域
の
人
ロ
分
散
を
意
味
す
る
か
ら
、
流
入
超
廼
府
縣
と
流
出
超
廻
府
縣
と
を
比
較
し
て
集
中
に
封
し

分
散
の
都
府
縣
の
愛
化
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
第
二
章
特
定
詔
府
縣
へ
の
轄
入
轄
出
の
高
度
化
と
そ
の
影
響
圏
の
決
定
第
一
章
の
分
析
に
よ
つ
て
人
口
分
布
の
不
李
等
性
の
撲
大
は
移
動

に
よ
る
一
定
府
縣
へ
の
人
ロ
集
中
と
他
の
府
縣
の
人
ロ
分
散
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
實
際
の
人
口
移
動
の
歌
況
を
知
る
た
め
に
移

動
が
如
何
な
る
特
定
地
域
の
間
で
行
わ
れ
る
か
を
具
饅
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
都
府
縣
別
移
動
率
を
算
出
し
、
移
動
の
高
低
に
よ
つ
て
府
縣
を
分
散
し
、
そ
の
地
理
的
位
置
特
に
大
都
市
府
縣
と
の
關
係
が
決
定
さ
れ
る
。
更

に
韓
入
牽
お
よ
び
韓
出
率
か
ら
府
縣
を
分
類
し
、
輻
入
韓
出
の
高
い
大
都
市
都
府
縣
と
全
國
府
縣
間
移
動
が
比
較
さ
れ
、
全
國
移
動
人
口
の
う
ち

大
都
市
府
縣
へ
の
韓
入
或
は
こ
れ
か
ら
の
韓
出
の
割
合
が
算
出
さ
れ
、
大
都
市
府
縣
の
移
動
に
お
け
る
力
が
測
ら
れ
る
。

　
間
題
を
一
層
具
鯉
化
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
人
ロ
移
動
の
高
い
大
都
市
府
縣
に
全
府
縣
か
ら
の
韓
入
お
よ
び
大
都
市
府
縣
か
ら
全
國
府
縣
へ
の
韓

出
の
歌
況
を
各
府
縣
毎
に
ラ
ソ
ク
し
、
こ
れ
ら
移
動
牽
の
高
い
大
都
市
府
縣
の
移
動
か
ら
み
た
影
響
の
程
度
に
ょ
つ
て
、
大
都
市
府
縣
を
中
核
と

し
全
國
は
幾
つ
か
の
影
響
圏
に
匪
分
さ
れ
、
大
都
市
府
縣
の
人
ロ
吸
牧
範
園
が
具
燈
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
錨
三
章
　
移
勧
と
定
着
　
以
上
人
ロ
移
動
の
見
地
か
ら
人
ロ
分
布
の
不
李
等
性
の
鎖
大
、
人
口
の
集
中
分
散
、
大
都
市
府
縣
の
影
響
圏
が
決
定

さ
れ
る
が
、
現
實
の
府
縣
の
人
ロ
は
移
動
の
み
な
ら
ず
定
着
に
も
よ
る
か
ら
、
定
着
と
移
動
の
關
係
か
ら
、
府
縣
別
人
口
移
動
の
歴
史
的
墜
化
が



桧
討
さ
れ
、
各
府
縣
の
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

第
四
章
人
口
階
級
別
位
置
別
地
域
の
人
口
檜
減
の
傾
向
と
都
布
の
非
中
心
化
地
方
別
お
よ
び
府
縣
別
統
計
の
庭
理
を
通
じ
て
全
國
人
ロ
の

都
市
化
の
一
般
的
過
程
と
そ
の
形
態
が
把
握
さ
れ
、
こ
れ
ら
廣
い
地
域
を
軍
位
と
し
な
け
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
得
な
い
事
實
が
謹
明
さ
れ
る
が
、

現
費
の
人
間
生
活
は
市
町
村
を
中
心
と
し
て
螢
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
輩
位
が
相
互
に
闘
蓮
し
て
全
饅
が
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
翠
位
を

地
域
的
位
置
と
の
闘
蓮
に
お
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
先
ず
地
方
別
人
ロ
に
封
す
る
都
市
人
ロ
の
割
合
の
塵
史
的
憂
化
か
ら
、
地
方
別
都
市
の
都
市
化
の
程
度
が
測
定
さ
れ
る
。
都
市
別
人
ロ
は
更
に

人
ロ
階
級
別
地
域
に
細
分
さ
れ
、
人
口
階
級
別
に
み
た
地
域
の
人
口
増
加
減
少
の
傾
向
が
算
出
さ
れ
、
都
市
化
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
な
ら
大
な

る
地
域
が
年
代
を
経
る
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
に
反
し
小
な
る
地
域
が
相
封
的
に
小
さ
く
な
る
か
ど
う
か
が
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
胤
。

　
大
都
市
の
疲
大
は
一
般
的
に
は
同
時
に
非
中
心
化
の
現
象
を
伴
う
か
ら
、
人
口
三
萬
以
上
の
地
域
を
人
ロ
階
級
別
に
分
類
し
、
そ
の
増
加
減
少

の
傾
向
が
大
都
市
と
の
關
係
位
置
に
よ
つ
て
地
方
別
に
槍
討
さ
れ
る
。

　
更
に
人
ロ
の
集
中
、
非
中
心
化
の
過
程
に
關
蓮
し
て
、
人
口
分
散
が
人
口
階
級
別
地
方
別
地
域
に
わ
た
つ
て
調
ぺ
ら
れ
、
最
小
地
域
を
輩
位
と

し
た
全
國
人
口
の
檜
滅
の
傾
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
五
章
　
人
口
階
級
別
位
量
別
地
域
の
移
動
傾
向
　
人
ロ
階
級
別
勉
方
別
人
口
増
減
の
傾
向
は
そ
の
理
由
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
て
も
、
都

市
形
成
の
基
礎
で
あ
る
か
ら
、
都
市
化
の
測
定
の
基
礎
資
料
で
あ
る
が
、
増
減
の
内
容
は
自
然
増
或
ば
肚
會
増
に
よ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
割

合
を
人
口
階
級
別
に
み
て
移
動
と
の
關
係
が
検
討
さ
れ
る
。
更
に
肚
會
櫓
自
然
壇
の
割
合
は
地
域
の
人
ロ
の
定
蒲
性
と
關
蓮
す
る
か
ら
、
人
口
階

級
別
の
禺
生
地
別
資
料
に
よ
つ
て
定
着
の
程
度
が
測
ら
れ
る
。

　
人
ロ
階
級
別
の
資
料
は
地
表
上
の
蓮
動
と
し
て
の
移
動
の
歌
況
を
見
る
に
は
抽
象
度
が
高
い
か
ら
、
地
域
肚
會
の
大
き
さ
と
移
動
の
程
度
の
地

方
的
分
布
を
み
て
地
方
的
位
置
と
移
動
と
の
闘
連
が
検
さ
れ
、
都
市
的
地
方
で
は
非
中
心
化
の
た
め
に
地
域
が
小
さ
く
と
も
移
動
の
高
い
地
域
お

　
　
　
　
我
が
國
入
ロ
の
都
市
化
と
地
域
椿
遙
の
愛
化
邊
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
三
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六
八
九
）



　
　
　
我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
椿
造
の
饗
化
邊
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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九
〇
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よ
び
人
ロ
が
多
く
と
も
移
動
性
の
低
い
地
域
を
見
出
す
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。

　
第
輔
章
で
は
人
ロ
集
中
の
傾
向
と
非
中
心
化
お
よ
び
主
要
人
口
集
中
府
縣
の
移
動
の
影
響
圏
が
決
定
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
主
要
集
中
地
域
の

都
市
別
出
生
地
別
統
計
を
用
い
て
更
に
詳
細
に
特
定
都
市
の
人
口
吸
牧
範
園
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
六
章
　
大
都
市
中
心
及
周
邊
地
域
の
構
造
愛
化
　
我
々
は
以
上
に
お
い
て
人
口
階
級
別
に
よ
る
人
ロ
増
減
の
一
般
的
傾
向
と
、
こ
の
増
減
が

移
動
を
通
じ
て
、
大
都
市
と
の
關
係
位
置
に
よ
つ
て
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
移
動
か
ら
見
た
大
都
市
地
域
の
性
格
を
示
し

　
　
も

得
た
。

　
こ
の
傾
向
を
一
暦
詳
細
に
す
る
た
め
に
東
京
を
中
心
と
す
る
五
〇
キ
ロ
牛
径
の
地
域
を
と
つ
て
、
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
市
お
よ
び
郡
の
人
ロ
増

加
率
、
密
度
、
出
生
地
の
各
々
が
中
心
都
市
東
京
の
非
中
心
化
の
過
程
を
通
じ
て
の
攣
化
が
見
ら
れ
、
更
に
こ
れ
ら
三
つ
の
指
標
を
相
互
に
禰
蓮

さ
せ
て
移
動
に
よ
る
地
域
構
造
の
攣
化
と
特
定
都
市
の
形
態
が
把
握
さ
れ
る
。

　
最
後
に
自
市
生
、
自
府
縣
他
市
町
村
生
、
他
府
縣
生
、
本
邦
外
等
の
指
標
を
用
い
、
こ
れ
ら
の
相
封
的
な
割
合
か
ら
五
〇
キ
ロ
内
の
各
都
市
の

移
動
か
ら
み
た
各
地
域
の
機
能
分
類
を
行
い
、
中
心
都
市
の
接
夫
に
伴
う
周
邊
都
市
の
機
能
の
攣
化
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
こ
の
研
究
に
用
い
ら
れ
る
主
な
資
料
は
一
九
二
〇
年
か
ら
五
〇
年
に
至
る
各
年
度
の
國
勢
調
査
資
料
及
佳
民
登
録
移
動
年
報
お
よ
び
そ
の
組
み

愛
え
、
再
計
算
に
よ
つ
て
い
る
。

　
一
九
二
〇
年
か
ら
五
〇
年
の
間
の
資
料
を
一
貫
し
た
も
の
に
す
る
に
は
多
く
の
問
題
を
伴
つ
た
が
、
位
置
決
定
の
基
礎
に
は
日
本
郡
市
界
素
圖

を
用
い
た
。

　
こ
の
作
業
は
永
い
時
間
と
多
く
の
勢
力
を
要
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
杉
田
佳
一
君
他
七
名
の
學
生
の
熱
心
な
協
力
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
認
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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究
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米
山
桂
三
　
初
島
及
漁
村
の
人
口
問
題
　
祉
舎
調
査
ー
勢
働
・
工
揚
・
漁
村
（
慶
慮
義
塾
大
學
法
學
研
究
舎
）

編
武
　
直
　
日
本
の
農
村
誕
舎
（
東
京
大
學
出
版
會
）

五
七
六

（
六
九
二
）

㎝
8
帥
o
ξ
ぴ
『
国
暫
巨
蜜
零
薗
鼠
レ
，
向
・

第
一
章
　
人
口
分
布
の
不
季
等
性
の
損
大
過
程

e
　
人
口
分
布
の
不
準
等
性

　
日
本
全
饒
は
通
例
北
海
道
、
東
北
、
關
東
、
北
陸
、
東
山
、
、
東
海
、
近
畿
、
中
國
、
四
國
、
九
州
の
十
地
方
に
分
け
ら
れ
る
。
全
國
人
口
密
度

の
分
布
圏
を
見
る
と
、
日
本
の
人
ロ
は
極
め
て
不
李
等
に
分
布
さ
れ
、
密
度
臓
地
方
に
よ
つ
て
著
し
く
異
っ
て
い
る
。

　
全
國
人
ロ
密
度
は
一
九
二
〇
年
以
來
逐
次
高
く
な
り
、
一
九
五
五
年
に
は
一
九
二
〇
年
の
一
六
倍
と
な
つ
た
（
第
一
表
）
。
地
方
別
に
み
る
人
口

密
度
は
噺
九
二
〇
年
よ
り
扁
九
五
五
年
の
間
に
そ
の
順
位
に
殆
ど
愛
化
な
く
、
最
高
は
關
東
、
次
い
で
近
畿
、
東
海
、
九
州
、
四
國
、
中
國
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噂
　
、
　
ガ
　
b
　
、
　
℃
　
、
　
、
　
も
　
、
　
、
　
、
　
、
噛
　
、
　
、
　
聯
　
、
　
t
　
㌧
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
亀
　
、

睦
、
東
山
、
東
北
、
北
海
道
の
順
で
地
理
的
位
置
を
み
れ
ぱ
闘
東
を
中
心
と
し
て
西
南
部
は
一
般
に
密
度
商
く
東
北
部
は
低
く
特
に
北
海
道
は
人

む
　
　
ち
　
　
あ
　
　
も
　
　
む
　
　
ち
　
　
じ
　
　
も
　
　
ち

ロ
極
め
て
稀
薄
で
あ
る
。

　
蜜
度
順
位
に
は
殆
ど
愛
化
無
い
が
恥
か
恥
た
か
轡
慶
P
勤
か
ひ
恥
蜘
価
塾
か
各
講
査
年
慶
蝕
に
か
ウ
で
か
み
ひ
陣
か
紬
か
ゆ
伽
ゆ
で
恥
恥
等
轡

ち
　
ち
　
る
　
ち
　
も
　
ち
　
り

が
捜
大
し
て
い
る
。

　
一
九
二
〇
年
に
は
李
均
偏
差
は
三
三
・
二
で
あ
つ
た
が
、
一
九
二
五
年
三
四
・
五
、
一
九
三
〇
年
三
八
・
三
、
」
九
三
五
年
四
〇
・
四
、
一
九

四
〇
年
四
三
・
○
と
な
り
、
一
九
四
五
年
に
は
後
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
高
密
度
地
方
の
人
口
が
低
密
度
地
方
に
分
散
し
た
た
め
に
偏
差
は
三
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簾二衰地方別による全日本人ロの分布割合（1920～1955）

我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
愛
化
逼
程

｝　

地　方

全　　人　　ロ　　の　　割　亀合　　（％）

1920－　1925 1930 ・9351・94・ 1945 ・95・／・955

全　　國
こrrrrrrrrrrr』』』』』』『』』』』』『』

　　　　　　100。0 100．0

r　　　r　』　　　　　　　　　　　　一　一　　｝　　｝　一

　100．0

一r　　マ『　一　一”一　楠一　　　　　　　一一，　マ『一　一　　　　　－

　100．0 100．0 　100．0 100ρ
』』』』■』』…『
　　　　　100．0

一
北
海 遣 4．2 4．2 4．4 も5 4あ 4．9 臥2 53
一
東
　
　 北 10．4 10．3 1α2 1α2

9．9一 1L5 10．8 10．5

一　

關　　東 19．9 20．6 2工4 222 23．3 20。0　　2L9 23．1

北　　陸 ＆9 66 6．3 6．1 5．9 6．9　　　6．2 5．8

東　　山 琶L7 5．6 5．4 5．2 5．0 明
5．3 4．9

東　　海 8．4 8．5 8．6 8．7 8．8
9．ol

8政 ＆8

近　　畿

1
　
　
1 4．5 15．0 15．3i　　162

　1
16．5 13．6

iゆ
16．0

中　　國 ＆9 8．6 8．3i　＆o 7．9 8．6
821
　ミ

乳8

四　　國 5．5 5．3 5．1 49 4．6 5．3 5．1 4．8

九　　州 14．6　　14．3 　　14．1
沖縄0．9

13．9 13．7 13．9 1451 14．5

贅料　昭和25年國勢調査報告第1巻　P．1：L　大正9年國勢調査報告全國の部

　　第1巻　E：L　大疋14年國勢調査報告第1巻P・2・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
八
　
　
　
（
六
九
四
）

六
・
○
と
減
少
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
に
は
四
一
・
四
、
一
九
五

五
年
に
は
四
九
・
九
と
な
り
、
李
和
の
同
復
と
と
も
に
不
李
等
性

を
横
大
し
て
い
る
。

　
地
方
別
に
よ
る
不
竿
等
性
の
接
大
の
測
定
は
各
地
方
の
廣
さ
が

異
り
、
各
地
方
に
同
一
の
人
口
を
加
え
て
も
密
度
は
同
一
に
墜
化

し
な
い
か
ら
、
全
國
を
一
つ
の
軍
位
と
し
て
各
地
方
の
人
ロ
分
布

の
百
分
比
を
み
る
と
、
全
國
的
に
み
た
人
口
分
布
状
況
の
攣
化
は

一
居
明
ら
か
に
な
る
（
第
二
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
む
　
　
　
　
り
　
　
り

　
一
九
二
〇
年
よ
り
一
九
四
〇
年
の
間
に
お
い
て
東
北
、
北
陸
、

む
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
や
　
　
も
　
　
　
　
　
　
り
　
　
や
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ち

東
山
、
中
國
、
四
國
、
九
州
は
い
ず
れ
も
全
國
に
封
す
る
各
々
の

む
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
も
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
　
つ
　
　
　
ち

人
口
割
合
を
減
じ
て
來
た
が
、
關
東
、
近
畿
、
東
海
、
北
海
道
は

ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
じ
　
　
　
や
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
む
　
　
　
ち

次
第
に
大
き
く
な
り
、
一
九
二
〇
年
に
は
關
東
、
近
畿
、
東
海
、

北
海
道
は
全
國
人
ロ
の
四
七
・
○
％
で
あ
つ
た
が
逐
亥
檜
大
し
、

一
九
四
〇
年
に
は
五
三
・
一
％
と
な
り
、
一
九
四
五
年
は
職
箏
の

影
響
に
よ
り
四
七
・
五
％
と
小
さ
く
な
つ
た
が
、
戦
後
次
第
に
そ

の
力
を
復
活
し
、
一
九
五
〇
年
に
は
四
九
・
九
％
、
一
九
五
五
年

に
は
戦
前
以
上
の
五
三
・
二
％
と
な
つ
て
い
る
。

　
か
く
て
全
跡
か
郎
撫
画
み
で
恥
恥
等
齢
外
櫛
趣
b
で
か
鄭
』
い



薦…藪都道府縣別増加人ロ牽
一

都道府縣別檜加人ロ率 （瑠）

都道府縣名
1920～ 1925～ 1930～ 1935～ 1940～ 1945～ 1950～ 1920～

1925 1930 1935 1940 1945 1950 1955 1950

全　　國 6．8 7．9 7．5 5．6 一〇．7 15．6 7．3 50．2

北海道 5．9 12．6 9．1 6．7 3．4 2鉱1 1L1 82．1

青　　森 乳5 8．2 9．9 3．5 8．3 18．4 凱8 69．6

：岩　　手 6．6 8．3 7．2 4．7 12．0 917 6．0 59．3

宮　　城 8．6 駄5 ＆1 3．0 15．0 13．8 3．8 73．0

秋　　田 4．2 翫5 5．1 1．4 15．2 8．0 翫0 45．7

肉　　形 6．0 5．1 3．4 0．2 18．5 2．3 一α3 40．1

繭　　島 5．5 4．9 4．9 2．8 20．4 5．4 ：L6 51．3

茨　　城 4．3 5．5 4．2 4．6 20．0 4．9 L2 5LO
栃　　木 4．2 4．7 4．7 1ゆ 28．2 0．3 一〇2 48．2

群　　馬 6．3 60 4．8 4．6 19．0 3．6 0．8 52・1

埼　　玉 翫7 4．6 48 5．2 27．3 4．8 5．4 62．7

千　　葉 4∬ 5．1 5．2 2．7 23．8 8．8 3．1 60．1

東　　京 2L2 20．6 17．8 15．5 一52．6 80．0 28．0 69．7

紳奈川 7．1 14．3 13．6 19．0 蝋ユ4．8 33．3 17．4 88・0

新　　潟 4．1 4渇 3．2 3．4 3α6 3．0 0．5 38．5

富　　山 3．4 4．0 2．6 3．0 16．0 臥8 上2 39・3

石　　川 0．5 0．8 1．5 一1。4 17．1 7．9、 0．9 28・1

旙　　井 一〇2 3．4 4．6 一〇．4 12．6 3．8 α2 25・6

山　　梨 3．0 5．1 2．5 2．5 26．5 一3．3 一〇．5 39・1

長　　野 4．3 5．4 一α2 一〇2 24．0 一2．8 一L9 3L9
岐　　阜 5．8 4．0 4．0 3．2 2｛瓦0 L7 a5 44・3

静　　岡 7．8 7．6 乳9 4．0 10．0 1L3 叡2 59・4

愛　　知 11．0 10．7 1L5 10．6 一9．7 18．6 1．1 62・2

三　　重 3．6 4．5 1．5 2．1 16．3 4．8 L7 36・7

滋　　賀 L7 4．4 2．9 一L1 223 0．0 一〇．9 32・3

京　　都 乳3 10．4 甑6 L6 一7．3 L』3 5．6 42・4

大　　阪 四 瑚 四 脳 一41」6・ 瓢
2』 紬o

兵　　庫 6．6 7．8 1α5 102 一凱4 17．3 9．4 43・8

奈　　良 3．4 a1 4．1 0．0 25．7 一2．0 1π 35・3

和歌山 4．9 翫5 4．0 0．1 8．2 4．9 a5 30・9

鳥　　取 3．9 翫6 02 一L2 16．3 6．6 23 32・0

島　　根 L1 2．4 1．0 一〇．8 16．1 6．1 1β 27・1

岡　　山 L7 3．7 翫8 一・0。2 17．7 6．2 ：L7 36・4

廣　　島 4．9 4．6 6．7 3．6 0．9 10．4 3．2 35・0

山　　口 5．1 3．8 4．8 8．7 4．8 1翫6 4．5 48・0

徳　　島 2．9 3．9 1．7 一L4 16．3 5．1 0．0 31・1

香　　川 3．3 生6 2．2 一2。4 18．3 9．5 一〇．3 39・6

愛　　媛 4．7 4．2 2．0 乱2 15．5 1L8 L2 45・4

高　　知 2．5 4．5 一〇．4 一〇．8 9．3 12．7 1．0 30．3

編　　岡 5．2 9．8 9．0 12．3 一1L2 28．5 9．3 61・3

佐　　賀 1．6 LO 一〇．8 2．2 ・18．4 13．8 3．0 40・2

長　　崎 ・2．4 6ρ 52 5．6 一3．8 24．8 6．2 44・8

熊　　本 5．1 4．5 2．4 一1．4 13．8 17．4 3．7 48・2

大　　分
宮　　崎

6．4

6．1

3．3

10．0

3．7

8．4

一〇。8

1．9

ユ5．6

8．7

11．4
19．5

L9
4．4

45・6

67・6

鹿見島 4．0 5．7 2．2 一〇．1 一3。2 17．3 13．3 27．4

我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
樽
造
の
縫
化
邊
程

匠
七
九

（
六
九
五
）



肚會堆加・割合（1920～1950）

我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
逡
の
憂
化
過
程

匠
八
O

（
六
九
六
）

1930～1935 1947～1950 も

地方名
瞥架馨勢 誓劉 増加人ロ自然場加

割合　割　合
肚會場加
割　合

置一＿　－一一　皿』』

　9．1 10．4 1．3 1L5 8．5 △3．0 北海道 北海覚
9．9

乳2

8．1

5．1

3．4

‘』9

11．7
9．5

10π
10．5
9．0

9．8

L7
2．3

2．6

5．4

翫6

生9

8．7

6．17

｛L2

4．1

去6

3．5

乳9

7．0

7．2

6．6

5．6

17．2

△0．8
　0．3

　工1
　2．5

　40
　3．6

青
岩
宮
秋
山
顧

森
5
ず
城
田
形
島

東　　北

4．2

生7

4．8

生8

52
17．8
13．6

8．4

9．2

絃5

7．4

6．8

7．8

7．9

　4．2
　4．5
　3．7
　2．6
　1．7
△10．0

△5．7

L3
工1

工8

2．2

L2
25．5
12．2

6ゆ

6．7

6．1

6．2

5．5

“5

6．7

　4．7
　5．6
　4．3
　4．0
　4．3
△19ゆ
△5．5

茨
栃
群
埼
千
東
紳
奈 川

城
木
馬
玉
葉
京

開　　東

3．2

2．6

1．5

4．6

8．0

6．5

4．0

4．4

　4．8
　3。9
　2．5
△0．2

1．8

3．0

3．2

3．6

6．1

6．0

6．0

臥5

4．3

3』

2．8

：L9

新
富
石
酒

潟
山
川
井

北　　陸

　2．5

△L2
　4．0

＆6

乳4

7．3

6．2

7．6

3．3

0．5

0．0

3．4

5．7

5』

6．2

5．2

5．0

2．8

山
長
岐

梨
野
阜

東　　山

　7。9
／　1上5

　L5

9．0

τ6

6．4

　L1
△3．9
　4．9

5．0

8．6

3．2

69
6あ

5．5

　L9
△2．1
　2．4

離
愛
…
三

岡
知
重

東　　海

！　　2。9

1　　9．6
…
i
　 21．4
1　10・5
1　　4・1
1　　4．0

50
翫1

6．0

6．2

5．5

6．1

　21
△4．6
△15．4

△4．2

　磁
　2ユ

　0．3
　5．4

15．7

　8．3

△2ユ
　2．3

5．0

5．3

6．1

5．9

4．7

54

　4。6
△0．1
△9．5
△2．3
　6．7

　3ユ

滋
京
大
兵
奈
和
　 歌　山

賀
都
阪
庫
良

近　　畿

l
l
　
　 O2
1　　LOl

l
　
　 3．8

1　　6π

i広8

5．8

生9

5．7

6．4

5．5

　5．5

　ag
　工9
△0．3
　0．7

a1
2．0

2．6

a5
42

5．7

5．8

5．2

5．4

5．9

a5
3．7

2．7

Lg
L7

鳥
島
岡
廣
山

取
根
山
島
口

中　　國

『　　L7

　2．2
　2．0
△0．4

6．9

気3

7．7

鳳7

5．2

5．2

5．7

6．1

2．8

3．1

4．7

3．0

6．4

6．2

6．9

5．4

3．6

3．1

2．2

2．4

徳
香
愛
高

島
川
媛
知

四　　國

I　　g．〇

一
1
△0・8

i　5・2

　24　3。7
1　　8．4
i　2．2

乳2

7．0

乳6

乳3

6．7

9．4

＆8

ムエ9
　乳8
　2．4
　4．9
　3．0

　工066i

1L1
3．0

乳4

3．5

■6

6．4

3．3

7．5

6．6

7．5

危6

5．9

7．7

6．9

△3．6

　翫6
　α1
　3．1
　4．4

　工3
　翫6

繭
佐
長
熊
大
宮
鹿 晃　島

岡
賀
崎
本
分
崎

九　　州

1乳5 駈5
α・1

6．5 6．4 △0．1 全 國

P。268～271．



欝四表増加人’ロ、・自然檜、加・

地方名 都道府縣名
1920～1925 　　　一1925～1930

層加人口
割　合

自然櫓加
割　合

1吐會檜加
割　合

磐加人口
割　合 割　合

自然楢加肚會暦万

　割合
北海道 北海　道 5．9

7．5

＆6

8．6

4．2

6．0

5．5

4．3

42
6．3

5．7

4」7

212
7．1

4．1

a4
0．5

△0．2
3．0

4．3

5．8

7．8

1LO
a6
L7
9．3

塒
6
．6

3．4

4．9

翫9

1．1

1．7

43
5．1

ag
3．3

生7

2．5

5．2

L6
2．4

5．1

6．4

6．1

4ゆ

11．3

1α0
8．5

10．0
8．8

9．1

9．3

8．0

9．7

8．0

吼1

義4

5．5

5．4

7．1

6．3

翫9

49
a5
7．1

弘5

9．0

64
63
4．8

生4

5ユ

6．0

6．6

6．7

6．4

4．1

4．9

6．2

5ゆ

6．3

7．2

7．5

5β

6．5

乳1

7．4

7．0

6．5

＆5

9．1

12．6

8．2

8．3

駄5

5．5

鳳1

生9

5．5

4π

6．0

4．7

5』1

20．6
14．3

4．5

4．0

0．8

3．4

5．1

5．4

、4．0

7．6

10．7
4．5

4．4

10．4
断
7
．8
2
．

1
5

．5

3．6

2．4

3．7

4．6

3．8

3．9

4．6

42
4．5

9．8

上0

6n
生3

3．3

10．0，

5．7

11．1

1LO
10．0
10．8
10．2
9．3

10．0

＆8

10．0
8．7

乳7

6．7

82
8．5

8．0

7．0

4．3

臥1

｛L2

8．2

7．9

9．6

7．5

乳2

5雌

5．2

脇
6
．
6
6
．
5
7
．
1
6
．
2
4
．4
5
．
6
6
．
7
5
．5

吼5

7．8

7．9

62
航0

乳2

7．7

乳6

6．7

9．5

銑2

東　　北 青　　　森
岩　　　手
宮　　　城
秋　　　田
山　　　形
幅　　　島

2．6　，

關　　東 茨　　　城
栃　　　木
群　　　馬

埼．　玉
千　　　葉
東　　　京

神奈川
北　　睦 新　　　潟

富　　　山
石　　　川
幅　　　井

東　　山 山　　　梨
長　　　野
岐　　　阜

東　　海 暮　　　岡
愛　　　知
三　　　重

5．4

2．O

L5
‘』6

3．1

3．8

3．6

5．5

1．8

L4
0お

△15．7

△L6
3．0

2．9

3．5

5．1

臥5

2．8

L7
L2

△4227
3．0

△4．9

△齪
△α63．2

1．8

2．6

3．1

3．2

工3

△0．1
3．3

3．9

－2．8

3．4

工4

翫5

5ゆ

L9
α1

2．4

5．1

△L4
2．8

1」

1み

4」7

42
5工

3．3

5．2

2．7

3．1

1．6

△12．4

△5．8

3．5

翫0

3．5

1．7

4．1

2．8

畿9

2．1

△32
2」

12
△5．2
△9．4

△IL2
4．4

L6

且6

2．0

20
21
：L7

a6
3．2

3．7

L8

△2．8
6．3

1L7

3．1

3．4

△0．5
3．4

近　　畿 滋　　　賀
京　　　都
大　　　阪
兵　　　庫
奈　　　良

．和　歌　山

中　　國 鳥　　　取
島　　　根
岡　　　山
廣　　　島
山　　　ロ

四　　國 徳　　　島
香　　　川
愛　　　媛
高　　　知

九　　州 輻　　　岡
佐　　　賀
長　　　崎
熊　　　本
大　　　分
宮　　　崎
鹿兇　島

全　　　國 6．8 7ゆ

…
　
α
2 7．9 乳8 △0．1

我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
ど
地
域
構
造
の
養
化
遍
程

五
八
一

（
六
九
七
）

註　△は流入超颯
贅料　昭和’5年國勢調査最絡報告　P．79。昭和25年國勢調査最絡報告



　
　
　
我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
遣
の
痩
化
邊
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
二
　
　
　
（
六
九
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）

ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
う
　
　
ち
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
ち
　
　
セ
　
　
リ
　
　
じ
　
　
セ
　
　
い
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
ヨ
　
　
い
　
　
ち
　
　
い
　
　
も
　
　
る
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
ち
　
　
う
　
　
う
　
　
う
　
　
う
　
　
も
　
　
セ
　
　
ち
　
　
る
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
い
　
　
セ
　
　
じ

の
不
李
等
性
は
戦
時
中
の
一
時
的
撹
飢
は
あ
つ
た
と
し
て
も
亥
第
に
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
九
州
を
除
い
て
全
國
人
口
の
分
布
割
合
は
割
合

セ
　
　
も
　
　
り
　
　
め
　
　
ち
　
　
る
　
　
サ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
う
　
　
う
　
　
り
　
　
う
　
　
う
　
　
り
　
　
り
　
　
じ
　
　
や
　
　
り
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
り
　
　
ち
　
　
む
　
　
う
　
　
じ
　
　
む
　
　
セ
　
　
じ
　
　
り
　
　
む
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
り
　
　
る
　
　
も
　
　
ち
　
　
ね
　
　
リ
　
　
ヨ

の
大
き
い
地
方
は
ま
す
ま
す
そ
の
割
合
を
大
き
く
す
る
に
反
し
小
さ
い
地
方
は
ま
す
ま
す
そ
の
割
合
を
小
さ
く
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
⇔
　
人
ロ
集
中

　
地
方
別
に
よ
る
以
上
の
統
計
か
ら
人
口
分
布
の
饗
化
の
歌
況
に
闘
す
る
輔
般
的
傾
向
を
観
察
し
得
る
が
、
こ
の
よ
う
に
廣
い
地
域
に
封
し
集
計

さ
れ
た
李
均
値
は
局
地
的
攣
化
の
瓶
況
を
示
し
得
な
い
。
地
方
内
に
あ
る
都
府
縣
が
調
査
年
度
毎
に
著
し
い
饗
化
を
示
し
て
も
地
方
全
饅
と
し
て

は
一
定
の
人
回
と
し
て
示
さ
れ
得
る
か
ら
、
都
道
府
縣
別
に
よ
る
人
ロ
増
加
の
傾
向
を
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
第
三
表
は
一
九
二
〇
1
一
九
五
五
年
ま
で
の
人
口
場
加
の
一
般
的
攣
化
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
一
九
二
〇
ー
五
五
年
ま
で
の
毎
五
年
の
堆
加

牽
は
六
・
八
、
七
・
九
、
七
・
五
、
五
・
六
、
マ
イ
ナ
ス
○
・
七
、
　
一
五
・
六
、
七
・
三
で
あ
る
。
　
一
九
二
〇
ー
五
〇
年
の
間
に
全
國
で
は
五

〇
・
二
％
増
大
し
た
が
、
各
都
府
縣
増
加
摩
の
レ
イ
ソ
ヂ
は
輻
井
の
二
五
・
六
か
ら
紳
奈
川
の
八
八
・
○
ま
で
あ
り
、
こ
の
全
期
間
に
減
少
を
示

し
た
都
府
縣
は
無
く
、
全
國
李
均
以
上
の
壌
加
牽
を
有
す
る
都
道
府
縣
は
一
五
で
他
の
三
一
は
李
均
以
下
で
あ
つ
た
。
地
方
別
の
統
計
に
よ
つ
て

す
で
に
そ
の
大
要
を
示
し
た
よ
う
に
増
加
率
の
高
い
都
府
縣
が
北
海
道
、
東
北
、
闘
東
、
東
海
に
多
く
、
ま
た
九
州
も
若
干
高
い
が
北
陸
、
東

山
、
近
畿
、
中
國
、
四
國
は
低
い
。

　
人
口
瀾
密
な
都
府
縣
と
し
て
の
紳
奈
川
、
北
海
道
、
東
京
、
愛
知
、
編
岡
は
各
八
八
・
○
、
八
二
・
一
、
六
九
・
七
、
六
二
・
二
、
六
〇
・
一

で
全
國
李
均
を
遙
か
に
上
廻
つ
て
い
る
が
、
西
甫
部
の
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
の
よ
う
な
大
都
市
府
縣
で
も
夫
々
四
九
．
O
、
四
二
．
四
、
四
三
．

八
で
全
國
李
均
を
下
廻
つ
て
い
る
。

　
人
ロ
場
減
の
割
合
は
人
口
移
動
に
闘
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
直
ち
に
人
ロ
移
動
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
府
縣
に
よ
つ
て
自
然

堆
加
、
流
出
流
入
の
欺
態
が
異
る
か
ら
堆
大
減
少
の
性
格
を
知
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
歌
態
を
比
較
す
る
を
要
す
る
。

　
第
四
表
に
よ
つ
て
一
九
二
〇
1
二
五
年
、
一
九
二
五
－
三
〇
年
、
一
九
三
〇
ー
三
五
年
、
煽
九
四
七
－
五
〇
年
の
壕
加
割
合
、
自
然
お
よ
ぴ
軟



會
嘉
割
合
を
み
る
と
、
慰
恥
恕
諫
忍
蜜
惣
奪
熱
欝
聖
薄
奪
齢
か
・
要
欝
緯
認
壁
蕎
奪
曾
馨

セ
　
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
め
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
も
　
　
や

も
同
様
高
い
傾
向
が
あ
る
が
、
地
域
人
口
の
實
際
の
増
加
減
少
は
人
ロ
流
出
流
入
に
も
よ
つ
て
い
る
。

　
流
入
超
過
の
都
府
縣
は
各
調
査
年
度
に
七
、
九
、
九
、
九
府
縣
で
あ
旦
て
他
は
す
べ
て
流
出
超
過
の
府
縣
で
あ
つ
た
。
一
九
二
〇
年
以
來
一
貫

し
て
流
入
超
過
を
示
し
て
い
る
の
は
大
都
市
府
縣
と
し
て
の
東
京
、
紳
奈
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
で
輻
岡
は
一
九
二
五
年
以
後
流
入
超

過
と
な
つ
て
い
る
。
流
入
超
過
府
縣
と
し
て
は
こ
の
七
都
府
縣
の
ほ
か
に
二
三
の
縣
が
加
わ
る
が
超
過
激
は
極
め
て
小
さ
く
廿
都
廠
縣
ゆ
全
漁
沁

、
㌧
b
，
、
も
、
b
、
鶏
㌧
、
、
、
　
　
、
㌧
、
、
、
、
、
t
、
、
、
、
亀
　
　
、
、
、
、
、
、
、
t
、
、
、
、
t
、
、
、
　
　
℃
　
、
、
も
　
、
、
、
、
り
b

超
廻
数
の
九
三
ー
九
九
％
を
占
め
、
東
京
は
全
流
入
の
三
六
f
五
四
％
、
大
阪
は
哺
八
ー
三
六
％
を
受
入
れ
て
お
り
、
七
都
府
縣
は
増
加
人
ロ
の

り
　
　
じ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
じ
　
　
り
　
　
り
　
　
ち
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
い
　
　
ち

主
な
る
集
中
地
域
と
な
つ
て
い
る
（
國
勢
調
査
最
絡
報
告
書
、
昭
和
二
＋
五
年
、
七
一
頁
）
。

　
檜
加
人
ロ
を
一
〇
〇
と
す
る
自
然
檜
、
肚
會
場
の
割
合
を
前
と
同
一
年
度
に
つ
い
て
み
る
と
（
第
五
表
）
、
流
入
超
過
都
府
縣
の
う
ち
東
京
は
そ

の
檜
加
の
五
六
。
二
ー
七
四
・
四
％
を
肚
會
檜
に
よ
つ
て
お
り
、
大
阪
は
六
〇
・
九
ー
七
二
・
二
％
、
京
都
は
一
九
四
七
－
五
〇
年
は
瑠
・
五
％

で
極
め
て
少
い
が
他
は
五
二
4
五
ー
四
七
・
四
％
、
愛
知
は
三
八
・
六
ー
二
四
・
三
％
、
兵
庫
九
・
二
1
－
四
〇
・
五
％
、
輻
岡
は
流
出
超
過
で
あ

つ
た
が
二
五
年
以
後
は
二
〇
・
七
ー
三
二
・
○
％
が
澁
會
増
に
よ
つ
て
い
る
。
か
か
か
か
粛
斎
、
ガ
阪
ゆ
即
勢
か
ガ
都
か
鞭
紳
縣
か
拳
ゆ
檜
加
か

ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
リ
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
ち
　
　
や
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
じ
　
　
う
　
セ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
じ
　
　
ち
　
　
も

二
分
の
U
以
上
四
分
の
三
近
く
を
肚
會
檜
加
に
よ
つ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
全
國
の
流
出
超
巡
人
口
の
九
三
％
以
上
を
流
入
人
ロ
と
し
て
吸
牧
す
る
七
大
都
府
縣
の
人
口
檜
大
に
流
入
人
ロ
が
如
何
に
重
要
な
役
目
を
演
じ

　
ヤ
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
い
　
ち
　
ち
　
ち
　
り
　
む
　
も
　
む
　
　
　
　
む
　
ち
　
ち
　
や
　
セ
　
ち
　
セ
　
ね
　
り
　
う
　
る
　
い
　
り
　
ち
　
ち
　
ち
　
る
　
り
　
ち
　
ち
　
り
　
ち
　
ち
　
ち
　
む
　
ち
　
り

て
㌧
る
カ
は
明
ら
か
に
な
つ
た
が
、
こ
の
人
口
吸
牧
の
結
果
、
こ
れ
ら
大
都
市
府
縣
人
ロ
の
全
國
人
ロ
に
封
す
る
比
重
を
攣
じ
て
來
た
（
墓
ハ
表
）
。

七
大
都
府
縣
の
全
國
人
口
に
封
す
る
割
合
は
一
九
二
〇
年
以
來
毎
五
年
二
七
・
九
、
二
九
・
五
、
三
一
・
U
、
三
三
・
囲
、
三
五
●
二
と
一
九
四

〇
年
ま
で
は
そ
の
割
合
を
檜
大
し
、
一
九
四
五
年
は
疎
開
に
よ
つ
て
二
五
・
三
％
に
減
じ
た
が
、
一
九
五
〇
お
よ
び
五
五
年
に
は
二
九
・
七
、
三

二
三
と
奮
、
芥
δ
徐
全
駄
獣
分
a
か
鼻
面
急
窒
盆
ぢ
吉
欝
み
慰
象
で
い
脊

　
鱒
　
分
　
　
散

　
　
　
我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
遣
の
麓
化
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宏
八
三
　
　
　
（
六
九
九
）



増・祉會檜．割合（1920～1950）

我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
憂
化
邉
程

1・93・一・935！ 1947・～1950
地方名

i　　　I　　　　f　　　　l
　　　　　　　　　都道府縣名
曲二凸価備1凱＾櫛1自網加i齢釧峰画自網加1牡會躰全鶴

25．8！1北海道1北海道
北
　
　
　
　
　
東

東
　
　
　
闘

森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
…
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈

青
砦
宮
秋
山
福
茨
栃
群
埼
千
東
紳

　
ワ
し
も
　
　
　
ヨ
　
　
　
お
　
　

8
4
7
9
5
4
鴨
3
2
33
8

3
4
6
私
4
5

　
繭
罵
24
皿
3
5
2
1
3

　
　
　
　
麟
脚
　
静
蝉
”
｝
一

陸北潟
山
川
井

新
富
石
繭

濯
ユ
潅
β

43
99
88
53

2
二
一

哺

山東梨
野
阜

山
長
岐

£
洛
7
”

16
66
81

10
24

弾

一
1

　
一

114．0　－14．0　　100ρ一し74．2

　117．6　　　－17。6　　　　　100　　　　　91．2

　132．4　　　　－32．4　　　　　　100　　　　　104．7

　132．4　　　　－32．4　　　　　　100　　　　　117、6

　207．5　　　－107．5　　　　　　100　　　　　159．8

263．3　－163．3　　100　345．2
　200．9　　　－100．9　　　　　100　　　　204．0

　200．9　　　－100．9　　　　　　100　　　　　470．9

　197．2　　　　－97．2　　　　　　100　　　　632．3

178．9　－78．9　　100　333．8
　154．7　　　　－54騒7　　　　　100　　　　283・1

131．8　－31．8　‘00　446・3
　43．8　　　　　56．2　　　　　　100　　　　　25・6

　57．9　　　　　42．1　　　　　100　　　　　54．9

　248．1　　　－148．1　　　　　　100　　　　343．41

　253．3　　　－153．3　　　　　100　　　　199。1

　264．2　　　－164．2　　　　　　100　　　　188．4

　　95。3　　　　　　4．7　　　　　100　　　　153．8

　347．7　　　－247．7　　　　　　100　　　　1116。9

4085．6　　－4185．6　　　　　　100　　　12566．6

　181．9　　　－8：し．9　　　　　100　　　　181。7

　114．2　　　　－14．2　　　　　100　　　　137。4

　　65．7　　　　　　34．3　　　　　　100　　　　　　75．7

　429．4　　　－329．4　　　　　100　　　　175．8

　175．0　　　　－75．0　　　　　　100　　　　1515．1

　　52．6　　　　　47．4　　　　　100　　　　　98．5

　　28．0　　　　　72』　　　　　　100　　　　　39ユ

　　5甑5　　　4065　　　m　　　　7竃0
　135。2　　　一一｛35．2　　　　－100　　　　227。2

　152．5　　　－52．5　　　　　100　　　　23296

2371．8　　－2271．8　　　　　100　　　　265・8

　477．5　　　－377．5　　　　　100　　　　281．5

150。5　－50．5　　100　204．0
　　95．4　　　　　　4．6　　　　　　100　　　　154．9

　113。9　　　－13．9　　　　　100　　　　141．0

　402．8　　　－302．8　　　　　100　　　　229。2

　340．0　　　－240．0　　　　　100　　　　200．9

　387．2　　　－287．2　　　　　100　　　　147．5

1282．0　　－1382。0　　　　　　100　　　　　179．4

　　79．3　　　　　20．7　　　　　100　　　　　67．4

　886。3　　－986．3　　　　　　100　　　　　22166

　147。3　　　　－47．3　　　　　　100　　　　100。7

　299．0　　　－199．0　　　　　　100　　　　187．9

　181．6　　　　－81。6　　　　　　100　　　　　379．2

　117．6　　　　－17．6　　　　　　100　　　　120．7

　395．0　　　－295．0　　　　　　100　　　　　208．0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
四
　
　
　
（
七
〇
〇
）

海
　
　
畿
　
　
　
　
　
國
　
　
　
　
國
　
　
　
州

東
　
　
近
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
四
　
　
　
九

岡
知
重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
口
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見

　
き
ニ
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
あ
　
ヰ
　
　
　
　

蓋
坊
轟
灘
覇
灘
講
鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
9
耐
4

期
m
㎜
㎜
m
㎜
m
m
㎜
㎜
㎜
㎜
蜘
柳
蜘
㎜
㎜
m
㎜
㎜
姻
m
m
蜘
姻
m
蜘
蜘
m
m
㎜
㎜
m
蜘
蜘
m
㎜
期
m
m
蜘
．
m
㎜
蜘
珊
㎜

岬
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

2．2　　全　　　　　國

9　洗入超邉都府縣数

100・51－0・511　1001　97・81100

9



簾五衰都道府縣励自然

地方名 都道府縣名
1920～1925 　　一1925～1930

全燈 自然揖加瞬枷 全艘 麟糧力嘔舗加

北海叢 北海道 100

100
100
100
100
100
100

100
100
100
100
100
100
100

100
100
100

－100
100
100
100

100
100
100

100
100
100
100
100
100

m
1
0
0
1

00
100
100

100
100
100
100

100
100
100
100
100
100
100

19L8

134．3

129．7

117．5

209．7

151．5

169．6

183．3

23工0
127．9

124．8

113．6

26．1
772

171．8

183．5

840．6

2350．6

286．7

165．8

129．0

115．1

61．4
174．8

272．6

47．5
27．8
90．8

193．5

135．7

臓9
384．0

2872
127．0

97．1

2142
218．0

158．5

235．9

126．2

438．1

303．3

137．4

101．9

138．5

226．7

一91．8

－34．3

－29．7

－17．5

－109．7

－5L5
－69．6

－83．3

－131．0
－27㌧9

－24．8

－13．6

73．9
22．8

－71．8

－83．5

－74α6

－2450．6

－186．7
－65．8

－29．0

－15．1

38．6
－74．8
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我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
椿
造
の
憂
化
過
程

五
八
五

（
七
〇
一
）



欝六豪　1920～1955年における七大都府縣（東京・紳奈川・愛

　　知・京都・大阪・兵庫・瀬岡）’の全人ロ

我
が
輿
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
渣
の
憂
化
邊
程

年　　度 全國　人　口 七大都府縣
全　　人　　ロ

七大都府縣の全
日本人ロに封す
る割合

各調査年震毎の
七大都府縣の全
人口櫛大に封す
る割合

一
　
　
1
9 20 55，391，481 15，477，622 27．9％

1925 59，179，200 17，443，661 29．5 5L9％
一
　
　
1
9
3 0

1
　 63，872，496 19，861，966 31．1 51．5

『　

　　1935
1
　 68，661，654 22，751，360 33．1 60．3

ユ
　
　
1
9
4 0 72．539・729 25，548，860 352 72．1

1945 71，998，104 18，185，303 25．3 （一）14000

1950 83，199，637 24，685，835 29．17 58‘0

1955 89，269，278 28，259，970 32．2 48．6

薦七表流出入超過都府縣激
・92・一・9251・925～・93・1・93・一・9351・935～・94・1・94・一・9451・94了一・9

流入超　過　　　7
都府　縣数 9 9 不　詳　　不詳 9

人　口　減少　　　1
都府　縣数 0 3 13　　　　　9 1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
六
　
　
　
（
七
〇
二
）

　
人
ロ
檜
加
牽
の
減
少
し
て
い
る
圓
本
で
は
人
口
が
移

佳
に
よ
つ
て
七
大
都
府
縣
に
集
中
す
る
傾
向
は
そ
の
反

面
、
他
の
府
縣
の
人
ロ
を
相
封
的
に
減
少
す
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
う
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
じ
　
　
じ
　
　
う
　
　
む
　
　
ち
　
　
セ

な
る
か
ら
、
集
中
の
過
程
は
同
時
に
他
の
地
域
の
人
ロ

鶉
葱
分
讐
暴
奮
参
浄
蜘
事
女
萎
表
）
・

　
全
國
四
十
六
都
道
府
縣
中
U
九
二
〇
年
以
來
七
ー
九

縣
を
除
い
た
三
七
－
三
九
府
縣
は
自
然
檜
加
が
流
出
人

口
を
上
廻
つ
て
お
り
、
長
期
に
わ
た
つ
て
蓮
績
的
に
人

口
減
少
し
て
い
る
府
縣
を
見
出
す
こ
と
は
出
來
な
い
。

併
し
全
國
の
傾
向
と
し
て
み
る
と
、
人
ロ
の
大
都
市
集

中
の
激
し
か
つ
た
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
の
毎

五
年
で
は
人
ロ
減
少
府
縣
は
一
、
○
、
三
、
一
三
で
一

九
三
〇
年
に
若
干
の
ず
れ
が
あ
つ
て
も
減
少
府
縣
数
が

多
く
な
り
減
少
都
府
縣
人
ロ
総
数
も
多
く
な
つ
て
い

る
。
一
九
四
〇
i
四
五
年
は
戦
畢
に
よ
る
疎
開
で
七
大

都
府
縣
が
減
少
に
輻
じ
た
に
反
し
、
減
少
傾
向
の
彊
か

つ
た
農
村
的
な
府
縣
の
多
く
が
増
加
し
た
か
ら
減
少
都

府
縣
数
は
九
と
減
じ
、
減
少
都
府
縣
人
口
総
激
も
多
く



簾八衰都道府縣別人ロ流出傾向（1920～1950）

年　　　　度 全都蓮府縣数
流　出　超　過

都道府縣数
流出超過縣の流旺
超　邊　人　ロ　紬数

1920～1925

1925～1930

1930～1935

1947～1950

46

46

46

46

39

37

37

37

　　　　　　一1，204，125

1，148，525

1，541，082

1，651，039

一

流出超過割合％
流’出　超　過都　道　府　縣　数

・㈱一・9251・925一・93・
1930～1935 1947～1950

0．1～1．9

2．0～3．9

4、0～5．9

6．0～7，9

8．0～9．9

10．0　以上

11

208

0
0
0

9
2
1
6
1
0
0

8
1
2
1
2
5
0
0

8
17
1
1
1
0
0

計 39 37 37 37

我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
憂
化
過
程

資料　昭和25年國勢調査最絡報告

な
つ
た
。
戦
後
の
一
九
四
五
－
五
〇
年
に
大
都
市
府
縣
は
増
加
に
再
輔

し
た
が
、
減
少
府
縣
は
疎
開
か
ら
復
露
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
一
縣
に
止

ま
り
、
咽
九
五
〇
1
五
五
年
で
は
七
縣
と
な
り
再
び
減
少
縣
激
が
檜
大

し
た
。

　
人
口
減
少
府
縣
の
統
計
か
ら
人
ロ
分
散
の
概
略
の
傾
向
は
知
ら
れ
る

が
府
縣
の
人
ロ
が
減
少
せ
ず
と
も
流
出
超
過
の
府
縣
は
人
口
分
散
の
府

縣
で
あ
る
か
ら
、
流
出
超
過
の
資
料
か
ら
分
散
の
傾
向
は
一
暦
正
し
く

明
ら
か
に
さ
れ
る
。
流
出
に
關
す
る
資
料
は
一
九
二
〇
1
四
〇
年
の
毎

五
年
と
一
九
四
七
ー
五
〇
年
が
得
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
前
の
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

と
闘
蓮
し
て
五
五
年
ま
で
の
傾
向
を
み
る
こ
と
は
出
來
な
い
が
一
般
的

攣
化
傾
向
を
知
り
得
る
（
第
八
表
）
。

　
流
出
超
過
府
縣
数
は
一
九
二
〇
ー
二
五
年
は
三
九
で
あ
つ
た
。
二
十

五
年
以
降
流
出
超
過
府
縣
は
以
後
三
七
に
減
じ
た
が
流
出
超
通
人
口
激

は
一
九
二
〇
ー
三
〇
年
に
若
干
後
退
は
あ
つ
た
が
一
般
に
檜
大
し
、
流

出
超
過
割
合
と
流
出
超
過
都
府
縣
数
を
相
關
さ
せ
る
と
、
一
九
二
〇
1

三
五
年
に
お
い
て
は
流
出
超
過
割
合
の
高
い
縣
が
多
く
な
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
。
し
か
し
戦
孚
の
跡
を
の
こ
し
て
い
る
一
九
四
七
i
五
〇
年
は

若
干
後
退
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
七
　
　
　
（
七
〇
三
）



　
　
　
我
が
國
入
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
愛
化
邉
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
八
　
　
　
（
七
〇
四
）

斯
↑
秘
恥
み
ん
節
ゆ
極
み
で
恥
弔
等
に
地
奏
b
に
分
存
い
で
お
か
・
ひ
か
恥
承
等
轡
か
勒
晦
恥
a
静
静
捲
齢
伽
み
か
か
い
で
を
蜘
簸
廼
擬
ガ

リ
　
　
　
　
ほ
　
　
う
　
　
ち
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
り
　
　
ち
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
ら
　
ち
　
　
セ
　
　
う
　
　
し
　
　
ち
　
　
ち
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
や
　
　
　
　
り
　
　
う
　
　
じ
　
　
り
　
　
も
　
　
ち
　
る
　
　
セ
　
　
ち
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
ロ
　
　
も
　
　
も
　
　
ち

し
溝
人
ロ
の
割
合
の
大
な
る
地
方
は
次
第
に
そ
の
割
合
を
大
き
く
す
る
に
反
し
、
小
な
る
地
方
は
小
さ
く
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　
め
　
　
じ
　
　
ち
　
　
む
　
　
ら
　
　
り
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り
　
　
り
　
　
む
　
　
ロ
　
　
リ
　
　
い
　
り
　
　
む
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
セ
　
　
ち
　
る
　
　
ち
　
　
り
　
　
る
　
ち
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
む
　
　
い
　
セ
　
　
　
　
や
　
　
ち
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
い
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ね

　
人
ロ
増
加
に
關
し
て
は
増
加
率
の
高
い
地
方
は
東
北
部
に
片
寄
り
西
南
部
は
一
般
に
低
牽
で
あ
る
。
人
ロ
の
増
減
は
自
然
増
減
と
と
も
に
肚
會

ち
　
　
や
　
　
ヨ
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
い
　
　
セ
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
も
　
　
セ
　
　
ね
　
　
も
　
　
り
　
ち
　
リ
　
　
セ
　
　
　
　
い
　
　
や
　
　
じ
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
も
　
も
　
　
ち
　
セ
　
　
む
　
　
セ
　
　
セ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
ち
　
　
る
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
る
　
　
も
　
　
る
　
　
ち
　
　
ち

増
減
に
よ
る
が
七
大
都
府
縣
は
全
流
入
超
過
の
九
三
－
九
九
％
を
占
め
檜
加
人
ロ
は
こ
れ
ら
の
都
市
に
よ
つ
て
吸
牧
さ
れ
人
口
は
七
大
都
府
縣
に

秦
中
い
、
為
伽
緬
躰
ひ
か
か
虫
な
、
ひ
年
ゆ
か
全
跡
た
隷
跡
外
a
ひ
曲
み
蕊
か
茄
芳
齢
ひ
年
P
聖
券
変
か
曲
み
か
P
塾
ウ
だ
。

　
セ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
リ
　
　
む
　
　
む
　
　
じ
　
　
リ
　
　
セ
　
　
い
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
う
　
　
む
　
も
　
　
も
　
　
る
　
　
ち
　
　
む
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヨ
　
る
　
ち
　
　
り
　
　
ち
　
　
う
　
　
り
　
　
う
　
　
ち
　
　
や
　
じ
　
　
ヤ
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ぬ
　
　
る
　
　
む
　
　
う
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
リ
　
　
ち

　
人
ロ
集
中
は
人
口
槍
加
率
の
減
少
し
て
い
る
日
本
で
は
反
面
に
人
ロ
分
散
の
地
域
を
生
ず
る
こ
と
に
な
り
、
年
代
を
経
る
に
從
つ
て
流
出
超
過

ち
　
　
り
　
　
り
　
　
リ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
セ
　
　
む
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
セ
　
　
ヘ

縣
の
流
出
超
過
人
口
総
数
お
よ
び
流
出
超
過
縣
数
が
多
く
な
つ
て
い
る
。

第
二
章
、
特
定
都
府
縣
へ
の
轄
入
轄
出
の
高
度
化
と
そ
の
影
響
圏
の
決
定

e
　
人
降
移
動
と
大
都
市
府
縣

　
以
上
か
ら
人
ロ
不
李
等
分
布
の
擾
大
は
人
口
の
移
動
に
よ
る
大
都
市
府
縣
へ
の
人
口
集
中
、
他
の
地
域
の
人
ロ
分
散
が
主
な
過
程
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り
　
　
り
　
　
も
　
　
じ
　
　
う
　
　
ち
　
　
じ
　
　
う
　
　
り
　
　
も
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
め
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
リ
　
　
む
　
　
も
　
　
う
　
　
い
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
め

が
知
ら
れ
た
が
、
實
際
の
人
ロ
移
動
の
歌
況
を
知
る
た
め
に
は
移
動
が
如
何
な
る
特
定
の
地
域
と
の
間
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
具
饅
的
に
把
握
す

セ
　
　
も
　
　
セ
　
　
む
　
　
じ

る
を
要
す
る
。

　
都
道
府
縣
内
お
よ
び
間
の
人
ロ
移
動
を
佳
民
登
録
移
動
年
報
に
よ
つ
て
み
る
と
、
一
九
五
四
年
一
年
間
の
移
出
入
者
数
の
全
國
合
計
は
五
、
四

九
八
、
三
一
八
人
で
全
國
人
ロ
の
五
・
七
％
に
當
り
一
、
○
○
○
人
の
う
ち
五
七
人
が
他
市
匠
町
村
に
佳
居
を
移
し
た
こ
と
に
な
る
。
韓
出
入
者

数
の
う
ち
府
縣
間
移
動
が
四
三
％
、
府
縣
内
移
動
が
五
七
％
で
府
縣
内
移
動
の
方
が
や
や
多
く
な
つ
て
い
る
。

　
各
都
道
府
縣
人
口
で
各
輻
出
入
者
数
を
除
し
て
移
動
牽
と
す
る
と
、
最
高
は
東
京
の
一
〇
・
六
、
次
い
で
神
奈
川
八
・
八
、
大
阪
八
、
兵
庫
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヨ
　
　
ほ
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
じ
　
　
リ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
む
　
　
り
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
も
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
り
　
　
ち
　
　
む
　
　
む
　
　
め
　
　
ち
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
ち
　
　
セ
　
　
い
　
　
セ
　
　
セ
　
　
セ
　
　
セ
　
　
も
　
　
セ
　
　
セ
　
　
も

よ
び
佐
賀
が
六
・
二
で
あ
る
が
、
一
般
に
大
都
市
府
縣
お
よ
び
そ
の
周
邊
府
縣
に
お
い
て
移
動
牽
は
高
く
、
こ
れ
か
ら
遠
く
な
る
ほ
ど
移
動
奉
ほ



第九農　都道府縣別移動傘（1954）

瀬諦齢縮離灘都道府縣名

3
　
　
1
　
　
7
　
　
0
　
　
Ω
乙
　
　
7
　
　
5

4
　
　
匿
》
　
5
　
8
　
6
　
彫
D
　
』
唖

0
リ
　
ハ
U
　
O
　
　
1
　
7
　
　
1
　
　
7

4
　
4
　
　
4
　
　
4
“
　
4
　
　
4
　
　
4

0
　
　
ワ
．

』
懸
　
　
3

3
　
ウ
一
　
4
　
　
1
　
　
5
　
6
　
2

5
6
5
4
4
4
5

重
賀
都
阪
庫
良
山
取
根
山
島
ロ
島
川
媛
知
岡
賀
崎
本
分
崎
島

　
　
　
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見

三
滋
京
大
兵
奈
和
鳥
島
岡
廣
山
徳
香
愛
高
雇
佐
長
熊
大
宮
鹿

　
　
　
に
り
　
も
　
　
ワ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
ち
　
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
し
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　

2
2
2
3
3
3
4
4
4
4
5
5
m
8
4
3
3
3
4
4
4
4
4

道
森
手
城
田
形
島
城
木
馬
玉
葉
京
川
潟
山
川
井
梨
野
阜
岡
知

海
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈

北
青
岩
宮
秋
山
輻
茨
栃
群
埼
千
東
紳
新
富
石
礪
山
長
岐
静
愛

全
國1 翫3／

資料　佳民登録移動年報（1954年）より作成

封
す
る
割
合
に
つ
い
て
は
、
韓
入
者
率
の
最
も
高
い
の
は
東
京
で
三
一
・
三
四
、
大
阪
一
七
・
八
一
、

兵
庫
五
・
二
八
、
京
都
○
・
六
六
の
順
と
な
つ
て
お
り
、
輻
出
超
過
の
著
し
い
も
の
は
山
梨
一
四
・

一
、
奈
良
一
二
・
〇
七
、
新
潟
一
一
・
九
四
、
山
形
コ
・
六
七
、
群
馬
一
一
・
四
五
、
徳
島
一
一

じ
　
　
ち
　
　
る
　
　
ち
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
も
　
　
む
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
る
　
　
り
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち

高
い
地
域
が
韓
入
牽
の
商
い
大
都
府
縣
の
近
く
に
集
つ
て
い
る
。

　
都
道
府
縣
間
移
動
二
三
五
萬
の
う
ち
六
大
都
市
府
縣
へ
他
府
縣
か
ら
輻
入
し
た
者
の
激
が
一
二
〇
萬
で
五
一
％
、
六
大
都
府
縣
か
ら
他
の
道
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
め
　
　
ち
　
　
ち
　
　
い
　
　
う
　
　
で
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
や
　
　
も
　
　
や
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
り
　
　
い
　
　
む
　
　
り
　
　
り
　
　
ち

に
韓
出
し
た
者
の
数
が
七
八
萬
で
三
三
％
を
占
め
て
お
り
、
人
口
移
動
に
大
都
市
府
縣
の
輻
入
韓
出
の
占
め
る
割
合
は
大
き
い
。

　
各
府
縣
の
輻
出
者
を
最
も
多
く
逡
り
出
す
先
は
、
東
京
に
最
大
の
輻
出
者
を
出
し
て
い
る
府
縣
は
二
〇
府
縣
、
大
阪
一
四
府
縣
、
幅
岡
五
縣
、

　
　
　
　
我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
憂
化
邉
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
九
　
　
　
（
七
〇
五
）

ヤ
　
　
　
ね
　
　
　
セ
　
　
　
リ
　
　
　
ヤ
　
　
　
セ
　
　
　
　
ワ
　
　
　
リ
　
　
　
セ
　
　
　
ち
　
　
　
ち
　
　
　
め
　
　
　
ち
　
　
　
り
　
　
　
り
　
　
　
る

低
下
す
る
比
較
的
明
瞭
な
傾
向
が
見
ら
れ

ちる
。
但
し
七
大
都
府
縣
で
も
愛
知
は
比
較

的
移
動
牽
少
く
、
遽
方
の
府
縣
で
も
鹿
鬼

島
は
移
動
牽
の
高
い
の
が
例
外
的
で
あ
る

（
第
九
表
）
。

　
各
都
道
府
牒
の
輻
入
者
薮
と
韓
出
者
数

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
じ
　
　
ち
　
　
る
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
セ
　
　
ね

の
差
を
み
る
と
、
輻
入
超
過
の
都
府
縣
は

東
京
、
紳
奈
川
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、

　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
セ
　
　
む
　
　
う
　
　
ち
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
じ

兵
庫
の
六
都
府
縣
で
他
は
す
べ
て
韓
出
超

　
も
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
も
　
　
セ
　
　
ち

過
と
な
つ
て
い
る
（
第
＋
表
）
。

　
韓
出
者
数
と
韓
入
者
数
の
府
縣
人
口
に

紳
奈
川
＝
ハ
・
〇
一
、
愛
知
八
・
三
四
、

一
六
、
栃
木
一
三
・
九
四
、
藺
島
一
二
・
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
も

・
〇
五
、
佐
賀
一
〇
・
七
七
等
で
輻
出
牽
の



鏑＋豪　都道府縣別韓出入超魍率（1954）

我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
愛
化
邊
程

鱒出入 韓出入
都道府縣名 ，甕繍鵡 都道府縣名（農晶議

北海　滋 △　L65 三　　　重 △　5．59

青　・　森 ム　4．50 滋　　　賀 △　8．98

岩　　　手 △　6．79 京　　　都 0．66

宮　　　城 △　5．68 大　　　阪 17．81

秋　　　田 △　8．98 兵　　　庫 翫28

出　　　形 △　11．67 奈　　　良 △12．07

輻　　　島 △　12。91 和　歌　山 △　4．22

茨　　　城 △　　9．65 ，扁　　　取 △　8．64

栃　　　木 △13．94 島　　　根 △　6．00

群　　　馬 ，△　11。45 岡　　　由 △　6。04

埼　　　玉 △　0。23 廣　　　島 △　2．94

千　　　葉 △　5．39 山　　　口 △　紘54

東　　　京 31．34 徳　　　島 △　11．05

紳奈川 16．01 香　　　川 △　　7．14

新　　　潟 △1L94 愛　　　媛 △　　8。26

富　　　山 ム　　9ユ7 高　　　知 △　3．65

石　　　川 △　　7．15 編　　　岡 ム　0。09

編　　　井 ム　9。77 佐　　　賀 △10．77

山　　　梨 △14．16 長　　　崎 △　6．87

長　　　野 △12．90 熊　　　本 △　3．28

岐　　　阜 △　8．46 大　　　分 △　5．17

静　　　岡 △　0．13 宮　　　崎 △　4．27

愛　　　知 8．34 鹿　見　島 △10．19

韓
入
者
の
最
も
多
い
府
縣
が
三
九
で
、
北
海
道
は
青
森
か
ら
、
愛
知
は
岐
阜
か
ら
、
鳥
取
は
島
根
、

島
か
ら
の
轄
入
が
最
大
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
ら
の
中
で
も
二
位
は
愛
知
の
三
重
か
ら
を
除
い
て
す
ぺ
て
七
大
都
府
縣
か
ら
の
輻
入
で
あ
る
。

　
全
國
の
府
縣
外
韓
出
の
五
五
％
（
一
、
三
〇
一
、
六
九
〇
）
は
七
大
都
府
縣
に
輻
入
し
全
國
韓
入
の
三
七
・
四
％
（
八
八
三
、
一
コ
八
）
は
七
大
都
府

縣
か
ら
韓
出
し
て
い
る
。
大
都
市
都
府
縣
は
人
ロ
の
集
中
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
に
輻
入
し
て
來
る
も
の
の
各
府
縣
で
占
め
る
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
り
　
　
む
　
　
も
　
　
セ
　
　
や
　
　
い
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
む
　
　
り
　
　
め
　
　
　
　
　
リ
　
　
セ
　
　
も
　
　
り
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち

合
お
よ
び
範
園
は
韓
出
し
で
ゆ
く
も
の
の
そ
れ
ら
に
比
較
し
て
小
さ
く
な
る
。
し
か
し
全
國
の
輻
出
輻
入
の
極
め
て
多
く
が
、
大
都
市
都
府
縣
と

u
　
㌧
　
、
　
、
　
℃
　
㌧
　
も
　
D
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
b
　
、
　
、
　
●
　
℃
　
●
　
、
　
、
　
、
　
、
　
し
　
、
　
、
　
　
、
　
恥
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
も
　
t
　
℃
　
、
　
、
　
、
　
、
　
b
　
聯

の
闘
蓮
に
お
い
て
行
わ
れ
、
韓
入
韓
出
は
地
理
的
に
近
い
こ
と
を
條
件
と
し
な
が
ら
、
大
都
市
府
縣
が
墜
倒
的
に
彊
い
力
を
持
つ
て
い
る
。

　
⇔
　
七
大
都
府
縣
へ
の
醇
入

　
　
　
　
　
　
匠
九
〇
　
　
　
（
七
〇
六
）

愛
知
二
縣
、
紳
奈
川
、
京
都
、
兵
庫
、
熊
本
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
も

鹿
見
島
が
各
一
縣
で
、
全
國
四
六
都
府
縣
中
他

ち
　
　
も
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
め
　
　
や
　
　
り
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
い
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
セ

の
縣
で
最
大
の
轄
出
者
数
を
持
つ
て
い
る
の
は

ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

殆
ど
七
大
都
府
縣
で
、
他
の
二
縣
の
み
が
各
一

の
最
大
韓
出
人
ロ
を
持
つ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。

　
韓
入
に
闘
し
て
各
都
道
府
縣
に
輻
入
す
る
者

の
最
も
多
い
輻
出
先
は
、
東
京
一
八
、
大
阪
一

〇
、
藺
岡
六
、
愛
知
二
、
山
ロ
ニ
、
京
都
、
兵

庫
、
鹿
見
島
、
熊
本
、
鳥
取
各
一
と
な
つ
て
お

り
、
全
國
四
六
都
道
府
縣
中
七
大
都
府
縣
か
ら

　
島
根
が
山
ロ
、
廣
島
が
山
ロ
、
宮
崎
が
鹿
見



　
七
大
都
府
縣
が
全
國
人
口
の
移
動
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
は
以
上
の
分
析
に
よ
つ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
つ
た
が
、
一
暦
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ち
　
ち
　
も
　
ち
　
ち
　
ら
　
い
　
セ
　
ち
　
ち
　
ち
　
ち
　
り
　
ち
　
め
　
サ
　
ヘ
　
ち
　
ヤ
　
ち
　
ち
　
ち
　
む
　
セ
　
ち
　
ち
　
ち
　
ち
　
ち
　
セ
　
も
　
ヨ
　
せ
　
セ
　
セ
　
も

短
的
に
移
動
の
構
造
を
把
握
す
る
に
は
こ
れ
ら
の
都
府
縣
と
全
國
府
縣
と
が
韓
入
韓
出
に
關
し
て
如
何
に
關
蓮
し
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
（
第
＋
一
表
）
。

　
先
ず
全
國
府
縣
か
ら
七
大
都
府
縣
に
韓
入
し
て
來
る
側
面
を
み
る
と
、
輻
入
人
ロ
は
東
京
が
最
も
多
く
、
衣
い
で
大
阪
、
紳
奈
川
、
兵
庫
、
輻

岡
、
愛
知
、
京
都
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
ら
七
大
都
府
縣
の
轄
入
率
は
東
京
、
紳
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
、
愛
知
、
輻
岡
の
順
で
都
府
縣
の
組
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国
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3
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駅
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oo
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ω
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oo

㎝

一
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鵠
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密

爲
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黙
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瀬
曝
轟
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響
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口
叢
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毎
雛
（
一
〇
㎝
か
盆
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我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
遣
の
憂
化
逡
程

卜
）
斎
濤

匠
九
一

（
七
〇
七
）



簾＋二表　七大都府縣が各道府縣韓出人ロ割合に於て占めるラソク

我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
憂
化
遜
程

　ラ　　ン　　ク

七大都府縣名
1　位 2　位 3　位 4　位 5　位 6　位 7’位

0
0
1
8
6
0
4
1
1

0
0
8
6
1
r
1
3

0
0
8
7
1
9
5
8

2
驚
4
7
8
3
7

m
8
0
1
4
8
1
5

1281

3
8
1
4
0

班
U
6
2
1
1
1

京
阪
岡
知
庫
川
都

奈

東
大
旛
愛
兵
紳
京
贅料　佳民登録移動人口報告年報（1954年）より作成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
二
　
　
　
（
七
〇
八
）

人
ロ
が
異
る
か
ら
韓
入
人
口
順
位
と
輻
入
牽
順
位
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
セ
　
　
じ
　
　
リ
　
　
ム
　
　
む
　
　
ち
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
わ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヨ

　
こ
れ
ら
大
都
市
府
縣
に
封
し
五
％
以
上
の
韓
入
人
ロ
割
合
を
有
す
る
府
縣
激
は
東
京
が
四
五
府

も
　
　
　
ち
　
ち
　
ヨ
　
む
　
　
　
せ
　
ヨ
　
リ
　
う
　
や
　
　
　
や
　
リ
　
セ
　
ヵ
　
　
　
お
　
も
　
も
　
も
　
　
　
セ
　
も
　
セ
　
　
　
ち
　
ち
　
セ
　
い
　
も
　
ち
　
ち
　
む
　
ち
　
ち
　
む

縣
、
大
阪
二
六
、
神
奈
川
一
七
、
兵
庫
一
五
、
愛
知
一
〇
、
頑
岡
九
、
京
都
七
で
東
京
は
最
も
廣
範

も
　
　
り
　
　
ち
　
　
や
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
ち
　
　
じ
　
　
む
　
　
ち
　
　
セ

園
の
地
域
か
ら
人
ロ
を
吸
牧
し
、
京
都
は
他
府
縣
へ
の
影
響
の
最
も
少
い
府
と
な
つ
て
い
る
。

　
五
％
イ
ン
タ
ー
バ
ル
で
こ
れ
ら
府
縣
へ
の
韓
入
割
合
五
〇
％
以
上
か
ら
五
％
以
上
を
一
二
階
級
に

分
け
て
こ
れ
ら
大
都
市
府
縣
の
影
響
力
を
み
る
と
、
東
京
、
大
阪
は
五
〇
％
以
上
が
夫
々
八
、
二
、

四
五
％
以
上
は
東
京
三
、
三
五
％
以
上
は
東
京
三
、
大
阪
二
と
い
う
よ
う
に
強
い
影
響
を
與
え
て
い

る
府
縣
が
多
い
が
、
兵
庫
、
紳
奈
川
は
影
響
範
園
は
廣
い
が
影
響
力
は
淺
く
、
輻
岡
、
愛
知
は
影
響

範
園
は
小
さ
い
が
特
定
の
縣
に
封
す
る
影
響
は
深
く
、
京
都
は
影
響
範
園
程
度
と
も
に
最
も
小
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
や
　
　
ち

　
七
大
都
府
縣
が
各
府
縣
で
相
互
に
何
位
を
占
め
て
い
る
か
を
見
る
と
（
第
＋
二
表
）
、
東
京
が
一
位

り
　
　
ち
　
　
う
　
　
や
　
　
り
　
　
う
　
　
セ
　
　
う
　
　
む
　
　
ち
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
　
　
ち
　
　
う
　
　
　
　
　
い
　
　
ち
　
　
り
　
　
リ
　
　
セ
　
　
い
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
め
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む

を
占
め
る
府
縣
は
二
一
で
、
愛
知
、
長
野
、
富
山
、
石
川
を
以
て
切
断
し
た
以
北
は
す
べ
て
東
京
が

い
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
う
　
　
し
ロ
　
　
め
　
　
い
　
　
も
　
　
も
　
　
り
　
　
ち
　
　
め
　
　
ち
　
　
じ
　
　
い
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ね

一
位
の
縣
で
更
に
飛
ん
で
輻
岡
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
七
大
都
府
縣
の
、
中
東
京
が
最
も
深
い
影

響
を
與
え
る
範
園
で
あ
る
。

　
か
険
ゆ
↓
四
府
聯
ゆ
卦
い
↓
伽
暦
み
か
渉
瞬
井
、
斎
都
、
斎
蜘
、
和
恥
陣
映
静
、
四
跡
撫
静
、
融

轡
瀞
勘
躰
伽
か
鱒
跡
か
い
憂
め
於
か
塾
勝
艶
島
か
含
か
争
い
か
。
静
笥
藤
瀞
い
勉
愉
か
含
か
塾
い

ち
　
　
せ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
ち
　
　
じ
　
　
も
　
　
め
　
　
ち
　
　
や
　
　
ち
　
　
ち
　
　
リ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
り
　
　
め
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
る
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
め
　
　
ち
　
　
や
　
　
り

る
の
は
編
岡
で
あ
る
が
、
鹿
鬼
島
を
除
い
た
全
九
州
、
お
よ
び
山
口
を
そ
の
影
響
下
に
置
い
て
い
る
。

愛
知
は
岐
阜
お
よ
び
三
重
に
お
い
て
、
兵
庫
は
大
阪
、
紳
奈
川
は
東
京
、
京
都
は
滋
賀
で
夫
々
第
一

位
を
占
め
て
い
る
。



　
こ
の
よ
う
に
各
府
縣
に
お
け
る
第
U
位
を
基
準
と
し
て
特
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
東
京
と
大
阪
で
夫
々
第
一
位
を
占
め
る
紳
奈
川
と
兵
庫
で

あ
つ
て
、
紳
奈
川
の
影
響
圏
は
東
京
と
極
め
て
類
似
し
て
お
り
、
静
岡
、
山
梨
、
群
馬
、
新
潟
以
北
に
お
い
て
常
に
東
京
に
次
い
で
二
位
で
、
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ヤ
　
ヘ
　
も
　
ち
　
も
　
ゐ
　
セ
　
セ
　
ら
　
セ
　
ヨ
　
リ
　
リ
　
ち
　
る
　
む
　
セ
　
む
　
じ
　
い

庫
は
大
阪
の
影
響
圏
を
一
ま
わ
り
小
さ
く
し
て
重
複
し
二
位
と
な
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
大
都
市
と
密
接
に
人
ロ
交
流
を
行
う
隣
接
の
大

ヤ
　
む
　
セ
　
ヤ
の
ち
　
ち
　
も
　
ち
　
ち
　
め
　
ロ
　
リ
　
リ
　
じ
　
む
　
む
　
も
　
　
　
ち
　
ち
　
む
　
ち
　
ち
　
も
　
い
　
る
　
も
　
ち
　
ヨ
　
ち
　
り
　
り
　
ち
　
ち
　
り
　
も
　
も
　
う
　
う
　
ち
　
ち
　
や
　
ち
　
ち
　
ち

都
市
府
縣
は
そ
れ
以
上
の
大
都
市
都
府
東
京
、
大
阪
と
同
様
な
吸
牧
圏
で
あ
る
が
範
国
お
よ
び
割
合
に
お
い
て
小
さ
い
。

　
博
　
七
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都
府
縣
か
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刈
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欝
珊
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響
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難
球
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一
〇
望
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貨
す
｛
窟
嘉

我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
構
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憂
化
通
程

五
九
三

（
七
〇
九
）



飾＋四豪　七大都府縣が各道府縣韓入人ロにおいて占めるラソク

ラ　　ソ　　ク

1　位 2　位 3　位 4　位 5　位 6　位 7　位
七大都府縣名
一
東
　
　
　
　
　 京 21 8 ．10 5 1 l　o 0
大　　　　　阪 13 8 8 10 6 0 0
藤　　　　　岡 7 1 4 8 5 10 10

愛　　　　　知 2 2 10 9 8 8 6
兵　　　　　　摩 1 10 7 7 14 6 0
紳　　奈　　川 1 14 2 一2 2 15 9
京　　　　　都 1 3 5 5 11 6 14

我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
礎
化
邊
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
四
　
　
　
（
七
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
都
府
縣
は
絶
え
ざ
る
人
口
交
流
の
過
程
に
あ
り
多
く
の
人
口
を
輻
入
す
る
府
縣
は
ま
た
輻
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
府
縣
で
も
あ
る
か
ら
、
人
口
流
動
の
全
饅
過
程
を
知
る
た
め
に
は
韓
入
形
態
と
と
も
に
轄
出
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
第
＋
三
表
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
大
都
府
縣
か
ら
他
の
府
縣
へ
の
輻
出
は
七
大
都
府
縣
が
流
入
超
過
府
縣
で
あ
る
か
ら
消
極
的
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
面
で
あ
る
が
、
韓
入
の
最
も
多
い
東
京
か
ら
の
韓
出
が
最
も
多
く
次
い
で
大
阪
．
紳
奈
川
、
兵
庫
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藺
岡
、
愛
知
、
京
都
の
順
で
韓
入
人
口
順
位
と
全
く
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
の
韓
出
奉
も
ま
た
東
京
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
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紳
奈
川
、
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
、
輻
岡
、
愛
知
の
順
で
輔
入
牽
順
位
と
一
致
す
る
。
す
な
わ
ち
轄
入

ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
む
　
　
ヨ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
リ
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
り
　
　
う
　
　
ヨ
　
　
ち
　
　
め
　
　
セ
　
　
　
　
　
ち
　
　
う
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
ち
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

人
ロ
の
多
い
大
都
市
府
縣
は
輻
出
人
口
も
多
く
、
輻
入
牽
の
高
い
大
都
市
府
縣
は
輻
出
牽
も
高
い
。

　
こ
れ
ら
大
都
市
府
縣
か
ら
五
％
以
上
の
韓
出
人
口
割
合
を
有
す
る
府
縣
数
は
東
京
が
三
九
、
大
阪

二
六
、
兵
庫
一
六
、
紳
奈
川
一
四
、
輻
岡
一
〇
、
愛
知
八
、
京
都
七
で
こ
れ
ら
の
大
都
市
府
縣
は
人

口
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
か
ら
轄
入
の
場
合
よ
り
五
％
の
輻
出
割
合
を
持
つ
た
大
都
市
府
縣
の
關
係
府

縣
数
は
少
く
狭
く
な
つ
て
い
る
。

　
五
％
以
上
を
階
級
別
に
分
け
た
も
の
か
ら
み
る
と
、
東
京
、
大
阪
、
次
い
で
幅
岡
、
愛
知
が
張
い

影
響
を
與
え
て
い
る
府
縣
が
多
く
、
こ
れ
に
比
し
て
他
の
大
都
市
府
縣
は
影
響
を
與
え
て
い
る
縣
が

少
い
（
第
＋
四
表
）
。

　
じ
　
　
セ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
う
　
　
ち
　
　
じ
　
　
も
　
　
ち
　
　
や
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
ヤ
　
　
い
　
　
じ
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
う
　
　
ち
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
も
　
　
む
　
　
り
　
　
も
　
　
り
　
　
も
　
　
へ

　
韓
入
の
場
合
と
の
比
較
に
お
い
て
は
遠
方
の
縣
は
非
常
に
高
い
割
合
で
大
都
市
府
縣
に
人
ロ
を
邊

セ
　
　
せ
　
　
ち
　
　
リ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
も
　
　
や
　
　
り
　
　
り
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
セ
　
　
う
　
　
セ
　
　
う
　
　
リ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ち
　
　
り
　
　
ち

り
出
し
て
い
る
が
入
つ
て
來
る
も
の
は
こ
れ
に
比
し
て
少
く
な
つ
て
い
る
。

　
七
大
都
府
縣
相
互
が
各
府
縣
で
各
何
位
を
占
め
て
い
る
か
を
見
る
と
、
東
京
が
『
位
の
府
縣
が
こ



モ
躇
縫
入
の
場
合
墨
≦
致
す
る
．
次
い
で
大
阪
は
三
府
縣
で
冠
を
占
め
・
鹿
量
で
喬
が
在
虜
る
他
轟
翻
場
合
と

全
く
褻
す
る
．
豊
島
の
例
か
轟
出
の
場
合
笑
都
市
府
縣
の
他
府
縣
へ
の
カ
よ
り
・
他
府
縣
か
臭
都
市
府
縣
へ
の
距
離
が
舞
な
蘂

と
な
つ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
三
位
の
輻
岡
は
韓
入
の
場
合
の
九
州
お
よ
び
山
ロ
の
ほ
か
に
鹿
鬼
島
が
こ
の
中
に
含
ま
れ
た
か
ら
・
第
一
位
の

府
縣
数
は
多
く
な
つ
た
。
愛
知
は
岐
阜
、
三
重
、
兵
庫
は
大
阪
、
紳
奈
川
は
東
京
、
京
都
は
滋
賀
に
お
い
て
一
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
韓
入
の

場
合
と
同
檬
で
あ
る
。

　
働
　
大
都
市
地
域
圏
の
決
定

　
う
ち
む
ち
ゃ
む
り
リ
セ
ち
セ
や
ち
も
ち
ち
ち
も

大
な
る
合
薯
す
る
幾
と
し
て
の
都
市
の
盈
聖
琢
惹
獣
鼻
綜
旨
簿
於
馨
嶺
罫
欝
餐
慧
繋
ど
奪

ち
ル
む
　
ち
ち
セ
や
る
セ
も
り
り
り
も
り
ち
り
リ
セ
ち
ち
め
う
ち
ち
り
り
も
セ
い

て
し
る
。
人
ロ
を
流
出
流
入
す
る
府
縣
は
流
出
流
入
人
口
の
歎
お
よ
び
割
合
が
多
い
轡
ひ
か
か
勢
か
か
動
ゆ
漁
か
酔
炉
允
都
か
府
縣
ど
か
交
伯
勢

ち
も
じ
ゃ
も
ち
　
し
ち
う
も
う
セ
じ
ゃ
ち
ヤ
リ
ャ
も
ヤ

流
が
多
く
な
り
、
馨
馨
的
に
密
接
な
關
婆
持
3
言
馨
駕
、
寒
隷
慰
卦
象
含
欝
か
鴛
蟄
募
罫
富
客

り
も
じ
ち
ち
ロ
ち
セ
セ
ち
ち
ち
ち
も
ち
ち
ち
　
ヨ
セ
ち
ち
む

大
都
府
縣
の
影
饗
範
國
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
人
ロ
學
的
立
勢
か
か
か
顔
勢
、
袖
命
櫓
沖
的
静
轡
か
分
析
に
爵
要
加
瀞
蜘
か
掛
伊
で
い
み
。
廿
ガ

リ
リ
む
ち
ち
ヨ
ち
う
う
ち
ち
じ
ち
む
や
ね
ち
ち
ち
セ
ち
　
も

都
府
懸
焚
蟹
で
登
位
喜
め
濤
縣
の
地
理
盤
慰
匁
轟
懸
な
欝
雰
客
馨
・

①
先
ず
最
も
廣
い
範
要
占
め
る
の
纂
壽
で
鱈
、
長
野
、
富
山
、
石
川
以
北
の
全
地
域
を
含
ん
で
い
る
・
②
憲
墨
舞
髪
を

除
い
た
奈
良
、
幅
井
以
西
で
四
國
全
島
、
廣
島
駈
島
根
を
西
端
と
す
る
地
域
で
あ
る
。
③
第
三
に
廣
い
地
域
を
占
め
る
の
は
九
州
全
土
お
よ
び
山

　
　
　
　
ち
　
　
め
　
　
め

ロ
を
含
む
輻
岡
圏
で
あ
る
。
但
し
鹿
見
島
は
韓
入
か
ら
見
た
場
合
は
大
阪
圏
、
韓
出
で
は
福
岡
圏
と
な
る
。
④
愛
知
断
は
三
重
・
岐
阜
を
・
⑤
斎

ち
　
　
セ

都
圏
は
滋
賀
を
含
ん
で
い
る
。

　
間
題
と
な
る
の
は
紳
奈
川
お
よ
び
兵
庫
で
こ
れ
ら
は
東
京
、
大
阪
に
封
し
て
の
み
一
位
を
占
め
て
お
り
、
別
の
嘲
位
地
域
を
持
た
ず
・
東
京
・

大
阪
よ
り
範
園
は
狭
く
二
位
で
あ
る
が
殆
ど
各
爾
者
U
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
㈱
爾
者
が
夫
々
東
京
・
大
阪
の
二
大
都
府
に
地
理
的
に
近
接
し

ま
た
移
動
に
闘
し
て
も
密
接
に
關
蓮
し
て
い
る
こ
と
と
あ
い
ま
つ
て
、
東
京
、
大
阪
圏
に
含
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
り
・
、
同
U
の
も
の
と
み
て
差
支

　
　
　
我
が
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
樽
造
の
憂
化
邊
穫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
五
　
　
　
（
七
一
一
）



我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
地
域
構
造
の
憂
化
邊
程

五
九
山
ハ

（
七
＝
崩
）

え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
も
　
　
む
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
む
　
　
も
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
む
　
　
り
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
い
　
　
り
　
　
じ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
リ
　
　
セ
　
　
む
　
　
う
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
　
　
ち
　
　
り
　
　
も
　
　
セ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
る
　
　
う
　
　
ヨ
　
　
ち

　
以
上
の
観
察
か
ら
各
都
市
府
縣
は
他
の
縣
と
地
理
的
に
近
い
ほ
ど
密
接
に
關
蓮
し
て
一
定
の
影
響
圏
を
形
成
す
る
。
中
心
と
な
る
大
都
市
府
縣

も
　
　
セ
　
　
め
　
　
も
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り
　
　
り
　
　
ち
　
　
や
　
　
も
　
　
い
　
　
や
　
　
セ
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
セ
　
　
ち
　
　
せ
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ね
　
　
ヨ
　
　
セ
　
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
む
　
　
い
　
　
ち
　
　
う
　
　
じ
　
　
う
　
　
や
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も

相
互
は
地
理
的
に
離
れ
て
も
人
口
交
流
の
程
度
絃
高
い
。
大
都
市
府
縣
の
影
響
下
の
地
域
は
そ
の
大
都
市
府
縣
へ
の
地
理
的
距
離
と
と
も
に
他
の

t
　
b
　
、
　
、
　
、
　
t
　
ち
　
、
　
b
　
D
　
㌧
　
、
　
、
　
、
　
、
　
b
　
　
、
　
、
　
b
　
、
　
ち
　
、
　
、
　
b
　
t
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
塾
　
、
　
、
　
、
　
、
　
D
　
、
　
、
　
ガ
　
t
　
、
　
、
　
、

大
都
市
府
縣
の
影
響
圏
と
關
係
す
る
か
ら
、
他
の
大
都
市
府
縣
の
位
置
に
影
響
さ
れ
て
方
向
性
を
持
つ
こ
と
に
な
る
（
例
え
ぱ
東
京
の
影
響
圏
は
中

　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
　
ち
　
　
　
る
　
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
う

心
よ
り
同
心
圓
的
に
登
展
す
る
の
み
で
な
く
、
こ
れ
が
歪
曲
さ
れ
て
東
北
に
伸
び
、
大
阪
は
西
南
に
伸
び
て
い
る
）
。
二
つ
以
上
の
大
都
市
府
縣
が
隣
接
す
る
場

　
の

む
　
　
　
　
ね
　
　
セ
　
　
し
　
　
り
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
い
　
　
も
　
　
い
　
　
う
　
　
う
　
　
り
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
も
　
り
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
も
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
じ
　
　
も

合
、
そ
の
影
響
圏
は
相
似
の
形
態
を
と
り
、
小
さ
い
府
縣
の
影
饗
圏
は
大
き
い
府
縣
の
影
響
圏
の
縮
圖
と
な
る
。

第
三
章
　
移
動

と
　
定
　
着

0
移
動
と
定
着

　
我
々
は
全
國
人
ロ
の
増
加
傾
向
か
ら
大
都
市
都
府
縣
は
人
口
増
加
牽
高
く
、
ま
た
肚
會
檜
加
が
多
く
人
口
集
中
の
府
縣
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、

更
に
こ
れ
ら
都
府
縣
と
他
の
府
縣
と
の
人
ロ
流
動
を
み
て
、
各
府
縣
と
大
都
市
府
縣
と
の
結
合
闘
係
は
一
定
の
形
態
を
な
す
こ
と
を
把
握
し
得

　
　
　
　
　
や
　
　
う
　
　
も
　
　
や
　
　
ち
　
　
う
　
　
セ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
セ
　
　
セ
　
　
い
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
う
　
　
ち
　
　
じ
　
　
う
　
　
う
　
　
も
　
　
じ
　
　
わ
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
　
ち
　
　
め
　
　
ヨ
　
　
む
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
じ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち

た
。
し
か
し
現
實
の
各
府
縣
の
人
ロ
は
移
動
の
み
に
よ
る
の
で
は
燦
く
定
着
に
も
よ
つ
て
い
る
か
ら
、
各
府
縣
の
定
蒲
と
移
動
の
割
合
を
相
互
に

ち
　
　
や
　
　
じ
　
　
め
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
も
　
　
セ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
る
　
　
ち
　
　
う
　
　
む
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り
　
　
じ
　
　
り
　
　
ち
　
　
も
　
　
ひ
　
　
り
　
　
じ
　
　
ち

比
較
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
移
動
か
ら
各
府
縣
の
攣
化
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
國
勢
調
査
は
一
九
二
〇
、
一
九
三
〇
年
の
現
在
人
ロ
を
一
九
五
〇
年
は
常
佳
人
口
を
自
市
町
村
出
生
者
、
府
縣
内
他
市
町
村
出
生
者
、
他
府
縣

出
生
者
、
本
邦
外
出
生
者
に
匠
分
し
て
移
動
と
定
着
の
資
料
を
整
理
し
て
い
る
。

　
一
九
二
〇
、
三
〇
、
五
〇
の
比
較
で
は
已
に
示
し
た
よ
う
に
戦
争
が
近
づ
く
に
從
つ
て
都
市
に
集
中
し
、
ま
た
職
時
中
お
よ
び
末
期
、
職
後
で

は
疎
開
引
上
げ
等
で
彪
大
な
人
ロ
の
移
動
が
あ
つ
た
が
全
國
李
均
か
ら
み
る
と
こ
れ
ら
の
年
度
を
通
じ
て
あ
ま
り
攣
化
し
て
お
ら
ず
、
一
般
的
愛

化
の
傾
向
は
見
働
せ
な
い
が
、
本
邦
外
出
生
者
の
割
合
は
相
封
的
絶
封
的
に
檜
加
し
て
い
る
。



箒＋盟表定着と移動（1920，1g30，1950）

1　9　2　0 1　9　3　0

　　　　1
　　　　

　『

1　9　5　0

都　道
府縣名

他府縣及
本郵外生
の樹合

鱗難
の李均よ
りの偏差

都　道
府縣名 鐸難1都　道

府縣名

煎府縣及

本邦外生

の割合

他府縣薩
本邦外生
の挙均よ
ηの偏差

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1

3
1

4
1
5
1
6
1
6
1
8
1
◎
2

0
21
2
2

23
24
25
26
26
28
幽
3
0
3

1
32
3
2
3
2
3
5
3
6
3

6
3
8
3
8
4

0
4
1
4
2
43
45
46

　北海道
　東京
　大　阪
　神奈川
　京都
　繭　岡
　兵　庫
　長崎
　群　馬
　宮崎
　愛　知
　栃　木
　山　口
　廣　島
　佐賀
　藺　島
　畏野
　奈　良
　岡　山
　茨　城
　埼霊
　鳥，取
　宮　城
　千　葉
　大分
　岐ナ阜
　滋1賀
　静　岡
　熊’本
　和歌山
　三．重
　青森
　石　川
　山　梨
　岩手
　橘井
　島　根
　香　川
　愛媛
　高知
　鹿兇島
　富　由
43一秋　田

　徳　島
　山　形
　新　潟

47レ3
47．2
40．3
29．5
24．2
23．2
20．4
16．3
12右
12．0
1L4
10．81

10．5
9．7

訊0

8．9

8．9

8．6

82
8．0

7．9

7．7

7．3

7．0

6．8

6．7

6．7

6．4

6．3

6．2

a5
5．2

5．2

5．2

4．9

4．7

4．7

4．6

4．6

3⑲

3．5

3．4

3．3

塾3

ao
2．3

32．1
32．0
25．1
14．3

　9．0
　8．0

　義2
　L1
－2．6

－32
－3．8

－4．4

－4．7

－5．5

－6．2

－6．3

－6．3

－6．6

－7㌔0

－7．2

－7．3

－7．5

－7．9

－8．2

－8．4

－8．5

－8．5

－8．8

舶
一
9

．0

－9．7
－1（》．0

－10．0

－10．0

－10．3

－10．5

一・10．5

－10．6

－10．6

－1L3
－1L7
－11．8

一一1L9

－1工9
－12．2

－12．9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1

4
1
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我
が
國
人
日
の
都
市
化
と
地
域
椿
逡
の
麓
化
退
程

五
九
七

（
七
二
5



　
　
　
我
が
國
人
ロ
の
都
市
化
と
勉
域
構
逡
の
憂
化
遺
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
八
　
　
　
（
七
一
四
）

　
一
九
五
〇
年
の
全
國
市
町
村
の
常
佳
人
口
八
、
三
二
〇
萬
人
の
う
ち
五
、
三
五
五
萬
人
が
自
市
町
村
出
生
者
で
総
人
ロ
の
六
四
％
を
占
め
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り
　
　
い
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち

る
に
封
し
、
府
縣
内
他
市
町
村
出
生
者
は
一
八
％
、
地
府
縣
出
生
者
は
一
六
％
を
占
め
、
本
邦
外
は
二
％
の
み
で
あ
る
。
自
市
町
村
出
生
者
が
最

い
歩
い
ひ
b
か
い
》
熱
争
い
加
い
茄
、
爽
い
旭
応
縣
断
秘
跡
ひ
郁
外
葎
加
歩
い
茄
、
肺
縣
跡
珍
動
ひ
事
か
噸
ゆ
か
伽
石
ゆ
跡
含
茄
み
熱
い
鼻
み
塾
、

ち
　
　
り
　
　
ち
　
　
ほ
　
　
セ
　
　
ロ
　
　
め
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
じ
　
　
セ
　
　
む
　
　
セ
　
　
も
　
　
セ
　
　
ち
　
　
る
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
ち
　
　
ら
　
　
ヨ
　
　
リ

ま
た
外
國
よ
り
の
移
動
は
極
め
て
少
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
⇔
馬
都
道
府
縣
別
人
ロ
移
動
と
定
着

　
我
々
は
都
道
府
縣
を
最
小
翠
位
と
し
て
人
ロ
移
動
を
分
析
し
て
來
た
か
ら
、
こ
こ
で
も
自
市
町
村
出
生
者
と
府
縣
内
他
市
町
村
出
生
者
を
府
縣

内
出
生
者
と
し
、
他
府
縣
生
お
よ
び
割
合
の
小
さ
い
本
邦
外
出
生
者
を
合
し
て
府
縣
外
出
生
者
と
し
て
府
縣
間
人
目
移
動
を
焦
顯
と
し
て
、
そ
の

割
合
の
分
布
お
よ
び
墾
化
の
傾
向
を
み
る
こ
と
に
す
る
（
第
＋
五
表
）
。

　
こ
の
場
合
各
府
縣
人
ロ
を
夫
々
一
〇
〇
と
す
る
と
府
縣
内
と
府
縣
外
は
一
定
の
比
に
な
る
か
ら
、
各
府
縣
は
一
つ
の
パ
ー
セ
ソ
テ
イ
ジ
に
纒
め

ら
れ
相
互
を
比
較
す
る
こ
と
が
出
來
る
こ
と
に
な
る
。
四
つ
の
指
標
を
一
つ
の
数
値
に
還
元
す
る
こ
と
は
比
較
研
究
を
容
易
に
す
る
便
宜
手
段
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
都
府
縣
内
は
他
府
縣
或
は
本
邦
外
に
比
較
し
て
一
般
に
移
動
の
距
離
が
短
く
、
環
境
の
同
種
性
が
強
い
こ
と
を
意
昧
す
る
か

ら
、
廣
範
園
に
わ
た
る
移
動
の
統
計
的
研
究
で
こ
の
手
績
を
と
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
り
　
　
る
　
　
り
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
む
　
　
り
　
　
め
　
　
ち
　
　
も
　
　
り
　
ち
　
　
う
　
　
や
　
　
ゆ
　
　
り
　
　
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
ち
　
　
ロ
　
　
ヤ
　
ち
　
　
も
　
　
い
　
　
ち
　
　
ぜ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
む
　
　
や
　
　
じ
　
　
む
　
　
り
　
　
ち
　
　
り
　
　
ち

　
都
道
府
縣
別
の
自
府
縣
と
自
府
縣
外
生
の
割
合
を
歴
史
的
に
比
較
す
る
と
、
全
國
李
均
か
ら
の
各
都
道
府
縣
の
手
均
偏
差
は
一
九
二
〇
年
九
・

も
　
　
　
じ
の
う
　
ち
　
も
　
セ
　
ち
　
む
　
り
　
む
　
　
　
ち
　
る
　
ち
　
ち
　
ち
　
む
　
や
　
り
　
ち
　
ち
　
ち
　
　
　
ち
　
じ
　
ち
　
む
　
や
　
む
　
ち
　
り
　
わ
　
ち
　
り
　
ち
　
ち
　
ち
　
セ
　
も
　
じ
　
ち
　
ち
　
ち
　
じ
　
ち
　
も
　
ち
　
む
　
セ
　
じ
　
セ
　
る
　
ち
　
ち

八
、
一
九
三
〇
年
一
〇
・
五
、
一
九
五
〇
年
六
・
六
と
な
り
、
二
〇
年
と
三
〇
年
を
比
較
す
る
と
都
市
化
の
進
ん
だ
三
〇
年
に
は
小
激
大
都
市
府

う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
あ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
じ
　
　
り
　
　
り
　
　
　
　
や
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
い
　
　
や
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
も
　
ヤ
　
　
ち
　
　
む
　
　
も
　
　
じ
　
　
ち
　
　
　
　
じ
　
　
じ
　
も
　
　
り
　
　
や
　
　
や
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ね
　
　
ち
　
　
ち
　
　
セ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
む
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち

縣
の
府
縣
外
生
れ
が
極
め
て
高
く
、
他
は
極
め
て
低
い
と
い
う
不
均
衡
が
あ
つ
た
が
、
三
〇
年
と
五
〇
年
の
比
較
で
は
こ
の
極
端
な
形
が
全
燈
と

ヤ
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
ち
　
　
じ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
う
　
　
う
　
　
じ
　
　
う
　
　
ち
　
　
じ
　
　
う

し
て
準
均
化
し
た
も
の
と
な
つ
て
來
た
。

　
先
ず
一
九
二
〇
年
の
歌
態
を
見
る
と
府
縣
外
生
の
割
合
の
高
い
所
は
北
海
道
、
東
京
、
大
阪
、
紳
奈
川
、
京
都
、
幅
岡
、
兵
庫
の
順
で
開
拓
地

と
し
て
の
北
海
道
が
極
め
て
高
い
の
は
當
然
で
あ
る
が
他
は
す
ぺ
て
大
都
市
都
府
縣
で
あ
り
、
大
都
市
府
縣
の
中
で
愛
知
は
若
干
落
ち
て
い
る
。



低
い
も
の
は
居
手
、
秋
田
、
山
形
、
新
潟
．
富
出
、
編
井
、
四
國
の
全
縣
、
島
根
、
鹿
兜
島
で
、
こ
れ
ら
は
大
都
市
府
縣
か
ら
遠
い
周
邊
に
位
置

し
て
い
る
。

　
一
九
三
〇
年
に
は
北
海
道
は
府
縣
外
生
の
割
合
を
低
下
し
、
定
着
性
が
強
く
な
つ
た
に
反
し
東
京
、
大
阪
は
躍
進
的
に
移
動
人
ロ
割
合
を
増

L
、
瀞
奈
川
、
京
都
、
兵
庫
も
府
縣
外
生
の
割
合
を
増
大
、
編
岡
は
僅
か
に
減
じ
た
が
依
然
と
し
て
高
く
、
愛
知
も
府
縣
外
生
を
増
し
た
が
他
の

大
都
市
府
縣
の
割
合
に
は
及
ば
な
い
。

　
↓
か
か
ひ
年
ゆ
か
か
ど
か
都
静
蜘
ガ
か
緬
躰
加
玲
か
・
沁
都
か
勘
芽
か
か
塾
や
争
か
樽
や
か
い
府
瓢
鈴
轡
0
蝕
含
加
司
硬
ゆ
油
少
い
で
い
を

東
京
、
大
阪
、
京
都
に
は
こ
の
傾
向
が
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
北
海
道
の
人
口
定
着
が
古
く
な
り
新
た
な
移
佳
者
の
割
合
が
急
激
に
減
少
し

て
來
て
い
る
。

か
都
静
か
拶
街
た
浄
躰
含
ゆ
漁
か
P
距
泌
ひ
で
興
蜘
み
み
ひ
ど
町
恥
斎
ゆ
隣
擾
ゆ
静
卦
・
乎
葉
・
酔
斎
趣
ガ
阪
・
斎
都
隣
接
ゆ
斎
勘
・
瀞

う
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
う
　
　
セ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
も
　
　
セ
　
　
セ
　
　
ち
　
　
り
　
　
う
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
も
　
　
う
　
　
へ

賀
、
編
岡
隣
接
の
佐
賀
等
が
急
激
に
割
合
を
檜
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
割
合
の
低
い
速
方
の
地
方
に
は
著
し
い
攣
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ

れ
ら
す
べ
て
の
縣
で
自
府
縣
外
生
の
割
合
を
増
大
し
て
い
る
。
大
都
市
府
縣
の
割
合
の
減
少
、
周
邊
の
捨
大
、
地
方
の
増
．
大
の
理
由
は
後
に
分
析

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
い
　
　
ち
　
　
や
　
　
い
　
　
じ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
り
　
　
う
　
　
セ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
り
　
　
じ
　
　
リ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
リ
　
　
や
　
　
い
　
　
め
　
　
ち
　
　
り
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
い
　
　
ヤ
　
　
じ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
セ

さ
れ
る
が
、
先
ず
大
都
市
府
縣
は
そ
の
都
市
的
活
動
が
も
は
や
中
心
府
縣
の
み
に
限
ら
れ
ず
機
能
が
周
邊
の
廣
い
地
域
に
分
散
し
非
中
心
化
し
て

や
　
　
セ
　
　
る
　
　
や
　
　
コ
セ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
う
　
　
ち
　
　
ち
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
や
　
　
ち
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
セ
　
　
し
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
リ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
セ
　
　
る
　
　
ち
　
　
り
　
　
め
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ら

來
た
た
め
に
周
邊
人
口
の
流
入
人
ロ
割
合
を
大
き
く
し
た
。
ま
た
諸
機
能
は
大
都
市
或
は
そ
の
周
邊
に
集
中
し
．
て
來
る
と
し
て
も
そ
れ
と
同
時
に

セ
　
　
ち
　
　
ヨ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
め
　
　
ち
　
　
る
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
リ
　
　
ロ
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
じ
　
　
ち
　
　
い
　
　
じ
　
　
う
　
　
ち
　
　
も
　
　
や
　
　
め
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
や
　
　
め
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
　
　
ち
　
　
セ
　
　
ち
　
　
や
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち

都
市
周
邊
の
み
な
ら
ず
全
國
的
に
都
市
の
嚢
達
に
よ
つ
て
産
業
機
能
の
分
散
が
行
わ
れ
て
來
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
從
つ
て
歴
史
的
に
み
る

ち
　
　
　
　
　
る
　
　
ち
　
　
セ
　
　
リ
　
　
ち
　
　
め
　
　
じ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ち
　
　
ち
　
　
ち
　
　
む
　
　
ち
　
　
ち
　
　
う
　
　
ら
　
　
セ
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
ち
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と
、
｝
九
五
〇
年
に
は
以
前
よ
り
全
國
人
口
は
均
衡
に
向
う
傾
向
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

結

言

以
上
我
々
は
地
方
別
お
よ
び
府
縣
別
に
人
ロ
分
布
の
不
雫
等
性
の
撰
大
、

　
　
我
ガ
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
椿
逡
の
饗
化
逡
程

人
ロ
の
集
中
お
よ
び
分
散
、

大
都
市
府
縣
へ
の
韓
出
韓
入
、
轄
入
韓

　
　
　
五
九
九
　
　
　
（
七
一
五
）



　
　
　
我
ガ
國
人
口
の
都
市
化
と
地
域
椿
造
の
愛
化
氾
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
〇
　
　
　
（
七
一
六
）

出
か
ら
み
た
大
都
市
圏
の
決
定
、
定
着
と
移
動
の
形
態
を
具
饅
的
に
地
理
的
位
置
と
闘
蓮
さ
せ
て
時
間
的
経
過
に
お
い
て
分
析
し
た
。
こ
れ
に
よ

つ
て
全
國
人
ロ
の
地
域
的
構
造
の
攣
化
と
人
口
の
都
市
化
の
過
程
を
事
實
を
基
礎
と
し
て
概
念
的
に
把
握
し
、
特
定
大
都
市
地
域
の
擾
大
過
程
と

移
動
に
お
け
る
他
地
域
と
の
闘
蓮
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
全
國
、
地
方
、
府
縣
別
の
よ
う
な
大
地
域
を
輩
位
と
す
る
親
察
に
よ
ら
な
け
れ
ば
見

出
し
得
な
い
事
賛
を
嚢
見
し
得
た
と
思
う
。

　
し
か
し
現
實
の
人
間
の
肚
會
生
活
は
大
中
小
都
市
、
町
、
村
等
の
諸
地
域
と
最
も
密
接
に
關
蓮
し
、
更
に
こ
れ
ら
が
全
燈
的
な
構
力
構
逡
、
政

　
　
ら

治
、
経
濟
、
教
育
、
宗
教
、
娯
樂
等
の
制
度
の
機
能
を
通
じ
、
交
通
通
信
の
手
段
を
媒
介
と
し
て
相
互
に
關
蓮
し
て
全
饅
が
構
成
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
人
ロ
の
構
成
を
研
究
す
る
場
合
に
も
、
こ
れ
ら
の
諸
地
域
の
構
成
の
地
域
的
時
間
的
攣
化
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
の
方
法
は
序
論
に
お
い
て
概
読
し
た
そ
の
分
析
も
終
つ
た
が
、
割
り
當
て
ら
れ
た
紙
歎
も
す
で
に
超
過
し
た
の
で
こ
れ
ら
の
内
容
は
本
稿
で

は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

　
絡
り
に
私
が
法
學
部
在
職
中
御
想
に
な
つ
た
及
川
先
生
の
追
悼
論
文
集
の
出
版
に
際
し
、
米
山
先
生
の
御
世
話
で
拙
稿
を
掲
載
し
て
頂
い
た
こ

と
を
感
謝
申
し
上
げ
、
及
川
先
生
の
婁
の
御
冥
編
を
所
る
と
と
も
に
論
文
集
の
編
集
に
當
ら
れ
た
方
々
の
御
苦
勢
に
謝
し
て
筆
を
欄
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
匠
日
）


